


2広報たけた  平成21年４月号

平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一般会計は167億円
　平成21年度当初予算は、市長選挙が実施されることから、いわゆる“骨格予算”となっ
ています。このため、例年お知らせしている当初予算の概要については、本予算成立後
に改めて掲載することとし、今回は骨格予算の概略をお知らせします。

■一般会計
　歳入 （単位：千円）

■特別会計 （単位：千円）

区　　　分
市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債
　　　 合　　　計

1,897,630
310,000
7,000
1,500
500

250,000
9,000
60,001
33,000

7,800,000
5,000

313,941
249,472
1,246,180
1,729,968
57,999
1,651

377,585
1

150,172
2,199,400
16,700,000

予　算　額
　歳出 （単位：千円）

区　　　分
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
予備費
　　　 合　　　計

201,174
3,867,507
3,687,299
961,807
72,075

1,427,756
274,863
943,462
577,470
1,290,733
507,730
2,868,124
20,000

16,700,000

予　算　額

区　　　分
国民健康保険
老人保健
介護保険
後期高齢者医療
同和対策事業
国民宿舎久住高原荘事業
国民宿舎直入荘事業
長湯観光温泉施設等
畜産開発事業
簡易水道事業
農業集落排水事業
浄化槽整備推進事業
竹田温泉施設花水月

3,927,241
54,316

2,966,919
375,128
1,603

350,022
92,629
61,064
17,373
232,555
145,048
117,490
70,798

予　算　額

■水道事業会計 （単位：千円）

区　　　分

収益的
収入及び支出

資本的
収入及び支出

事 業 収 益
事 業 費 用
資本的収入
資本的支出

197,280
177,771
3,644
81,700

予  算  額

一般会計…市民の暮らしにもっとも深い関
わりがある会計で、市が行う仕事の基本
的な経費を中心に予算計上しています。

特別会計…特定の事業を行う場合、特定の
収入を特定の支出にあて、一般会計と区
別して整理する会計。

水道事業会計…地方公営企業法に基づいた
独立採算の公営企業で竹田地域の一部に
上水道を供給しています。

3 2009年４月発行

九州ジージーシー㈱　製造工場を増設
モヤシ生産１日 50㌧を目標に
新たに11名の雇用も予定

　３月５日、入田地区泉水でモヤシを製造している九州
ジージーシー株式会社の工場増設に伴う協定書の調印式
が、竹田市役所で行われました。
　調印式では、光永常二大分県豊肥振興局長と古井久和
市議会議長の立会のもと、同社の水本勝清社長と牧市長
が協定書に調印しました。協定書には条例に基づく助成
制度や地域社会との融和、公害防止なども盛り込まれて
います。
　九州ジージーシーは旧竹田市の誘致企業で、平成2年
の創業以来、19年間成長を続け、その間増築や改修を繰
り返してきました。しかし、現在の体制では岡山工場か
ら北部九州に製品を運ばなくてはならないなどコストが
高くなっていました。新しい工場用地も探していました
が、モヤシ生産に必要な“きれいで豊かな水”がある現工
場を増設することになりました。今回の増設により、こ
れまでより10㌧多い50㌧を1日で生産、九州全域に出荷
を目指します。
　水本社長は「最新鋭の設備を導入し、増産だけでなく
品質も向上する。いい状態のモヤシを出荷できることが
一番の喜び」と話されました。

●増設計画

場所　竹田市大字門田245番地1ほか
面積　2895.12㎡
事業費　約4億円
工事着工予定　21年2月
工事竣工予定　21年6月
操業開始予定　21年7月
生産規模　50㌧／日

▲手を取り合う水本勝清社長（右から２人目）と牧市長
ら（立会人の古井市議会議長（左）と光永常二県豊肥
振興局長（右））
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“地域商品券” で竹田を元気に！
10,000円で11,000円分!

プレミアム(10％割増付き）商品券を
1セット（500円券×22枚）10,000円で販売

販売価格
　1セット　10,000円（商品券500円×22枚）
発売日
　４月１日㈬から（売り切れ次第終了）
販売限度額
　一回につき10セット（10万円）
販売場所・時間
　竹田商工会議所
　九州アルプス商工会
　　（久住本所・荻支所・直入支所）
　8:30 ～ 17:00（土日・祝祭日を除く）
利用できる店舗
　竹田商工会議所販売の地域商品券
　⇒　旧竹田市内の取扱加盟店

　九州アルプス商工会販売の地域商品券
　⇒　荻・久住・直入各地域の取扱加盟店

利用期間
　第１回　４月１日～９月30日
　第２回　10月１日～平成22年３月31日

●お問い合せ
　竹　田　商　工　会　議　所　　☎63-3161
　九州アルプス商工会（久住本所）　☎76-0151
　　　　　　　　　　（荻 支 所）　☎68-2209
　　　　　　　　　　（直入支所）　☎75-2020

「未来への希望を込めて　この一票」
竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙の

投票日は4月12日㈰です。

投票できる人
　満 20 歳以上（平成元年 4 月 13 日までに生ま
れた人）の日本国民で、竹田市に引き続き 3 か
月以上住んでいる人。（市外から転入された人は、
平成 21年 1月 4日までに転入届をした人。）
　また、選挙人名簿に有効に登録されている人
で、欠格要件に該当しない人。
※選挙人名簿に登録されていても、投票日当日
や期日前投票をする日にすでに他市町村に転
出している人は投票することができません。
入場整理券
　投票日当日に投票される人は、入場整理券に
記載されている投票所でなければ投票すること
ができません。
　なお、宮城地区の投票所は今回から宮城台小
学校体育館に変更になっていますのでご注意く
ださい。
投票方法
　投票の順序は、最初に市長選挙の投票を行い、
次に市議会議員選挙の投票を行います。
◇市長選挙は、記号式投票です。
　投票用紙には、すべての候補者の氏名が印刷
されていますので、投票記載台に備え付けの
スタンパーで○印をつけてください。
※期日前投票や不在者投票、点字投票について
は、記名式投票です。
◇市議会議員選挙は、記名式投票です。
　投票用紙に候補者の氏名を書いてください。
期日前投票
　入場整理券が届いている場合は、期日前投票
の際にご持参ください。
　　期間　4月 6日㈪～ 11日㈯
　　時間　8:30 ～ 20:00
　　場所　竹田市役所３階会議室　荻支所１階会議室
　　　　　久住支所３階会議室　　直入支所大会議室
●お問い合せ
　竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-4814

◇告 示 日　４月５日㈰
◇投票日時　４月12日㈰　7:00～18:00
◇開票日時　４月12日㈰　20:00～
◇開票場所　竹田市体育センター
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ネットでラクラク♪施設予約中九州横断道路『大野竹田道路』

　市などの公共施設の予約状況の確認や予
約が、インターネットに接続できるパソコ
ンや携帯電話からできるようになります。

○パソコンから
　http://shisetsu.city.taketa.oita.jp/
　※市のホームページからも見ることができます。
　http://www.city.taketa.oita.jp/

○携帯電話から
　http://shisetsu.city.taketa.oita.jp/mobile/
　または右記のＱＲコードを
　読み込んでください。

《対象施設》
①竹田市総合運動公園・竹田市体育センター
　飛田川野球場・竹田夜間照明
②荻夜間照明
③久住総合運動公園・白丹体育館
　都野山村広場・日本一のマラソン練習コース
④直入総合運動公園・直入Ｂ＆Ｇ海洋センター
　下竹田グラウンド・ドイツ村
⑤中央公民館
⑥荻公民館
⑦久住公民館・久住保健センター
⑧直入公民館
⑨文化会館
⑩あ祖母学舎
※一部施設については、予約状況の確認・施設
の紹介のみとなります。

◎施設を予約するには
  施設を予約するには、事前に各施設の窓口で利
用者登録をする必要があります。

●お問い合せ
　生涯学習課　☎63-4817
　中央公民館　☎63-1044
　荻 公 民 館　☎68-2025
　久住公民館　☎76-0717
　直入公民館　☎75-2240

　早期完成を目指し、用地協議等の整った
所から随時工事に着手します。
『大野竹田道路』とは
　中九州横断道路の一部を構成し、豊後大野市
大野町田中から竹田市大字会々を結ぶ延長 12.3
㎞の自動車専用道路です。

大野竹田道路の効果
○主要観光地間のネットワークを強化し、観光
産業の振興に寄与します。
○農産品等の搬送の効率化により、地域産業の
発展に寄与します。
○高次医療施設への所要時間短縮により、地域
医療サービスの向上に寄与します。

工事の説明等について
　工事にあたっては、地域の皆様にご迷惑をお
かけしないよう、工事の進め方や交通処理等に
ついて説明会等を実施させていただきます。

お願い
　工事期間中におきましては、地域の安全確保
の徹底に努めて参りますので、市民の皆さんの
ご理解とご協力をお願い申し上げます。

●お問い合せ
　国土交通省   大分河川国道事務所   工務第二課
　　☎097-546-1471
　竹田市役所　建設課
　　☎63-4808

利用開始日時　5 月 1 日㈮　9：00 ～
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“地域商品券” で竹田を元気に！
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ケーブルネットワーク特集  第21回

事業や加入申込に関するお問い合せ、出前説明会のお申し込みは企画情報課（☎63-4801）まで

加入申込はお早めに！

宅内工事指定業者が決まりました

皆さんのお宅に職員がお伺いしています。
　竹田市では、ケーブルネットワーク事業を最重要プロジェクトと位置づけ、推進本部を立ち上げて全職員
によるプロジェクトチームを結成し、全庁体制で加入推進に取り組んでいます。
　本年９月末の加入率70％以上に向け、現在、職員が事業説明と加入のお願いのため皆様のお宅にお伺いし
ています。ご理解、ご協力をお願いします。

　テレビ放送サービスに加入される方は、下記の宅内工事指定業者の中から選択して、直接工事を依頼して
いただくことになります。依頼時期は、ＮＴＴ西日本大分支店が行う引込工事後の告知端末機設置工事が終
了した後、１か月以内にお願いします。

テレビ放送共同受信施設撤去補助金を交付します
　ケーブルネットワークへの加入にともない共同受信施設を撤去した場合、経費の2分の 1（限度額50万円）
を補助します。詳細は代表者にお知らせします。

ＮＴＴによる引込工事

ＮＴＴによる告知端末機設置工事

加入者が指定業者へ宅内工事を依頼

テレビ放送サービス開始

指定業者が宅内工事

■引込工事後の告知端末機設置工事時期（予定）

※その他の地域は、予定時期が決まり次第お知らせします。
※引込工事　電柱等から家の外壁まで光ケーブルを引き込む工事等
※告知端末機設置工事
　外壁から宅内を配線し、告知端末機を設置する工事

平成21年 平成22年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

年月
地域

久住地域

直入地域

　ケーブルネットワークの工事は、現在、久住地域の電柱に光ケーブルを架ける工事（伝送路工事）を行っ
ています。４月下旬からは直入地域の工事を開始する予定です。電柱に光ケーブルを架けた後は、各戸への
引込工事を行います。工事を効率的に進めるために、お早目の加入申込みをお願いします。

会　社　名 所在地 代表者 電話番号 会　社　名 所在地 代表者 電話番号
㈱アダチ 長 湯 足立　孝夫 75-2154 佐藤電器工事部 長 湯 佐藤　文明 75-2175
阿南電気工事店 挟 田 阿南　眞一 63-0767 サナダデンキ 吉 田 眞田　英二 62-3429
井電気総合 久 住 井　　　寛 76-0123 首藤総合通信 竹田町 首藤　昌之 62-4000
㈱大分エレクトロニックサービス 拝田原 工藤喜一郎 63-0006 匠電設備 竹 田 伊藤　隆文 62-4050
大神電力工業所 仏 原 大神　充士 77-2055 ㈲すいおん 挟 田 土居千代美 62-3384
甲斐電器店 下田北 甲斐　冬松 78-1138 大善電機 吉 田 吉良　善博 62-4778
片山電器 玉 来 片山　秀隆 63-4917 竹田電気工事社 君ケ園 阿南　敬紀 62-3922
川合電気工事㈱ 竹 田 川合　俊彦 63-2449 田上誠心堂 門 田 田上　昭幸 62-2949
川上家電サービス 竹 田 川上　利則 62-4808 デオデオ竹田荻町店 馬 場 市原　寛治 68-3276
カワノ電器 会　々 河野　一重 63-0711 デンキの本田 米 納 本田　　忠 66-3124
㈱九電工竹田営業所 君ケ園 工藤　芳隆 63-2041 ㈲土居燃料 挟 田 土居　昌弘 63-0123
㈲共和電機工業 久 住 楳木日出行 76-0075 ベスト電器竹田店 拝田原 伊藤　信秀 63-2850
工藤電機 米 納 工藤　正幸 66-3061 ㈲豊肥電設 植 木 渡部　憲治 63-3576
国見電気工事 叶 野 小出　貞義 68-3083 ㈲本郷電器 入 田 本郷　敦子 62-2946
㈲小出商店 玉 来 小出　公照 63-2518 マツモト電器 君ケ園 松本　一明 63-3156
酒井電気工事店 久 住 酒井　孝三 76-0252 未来電設 城 原 後藤　昭次 66-3118
佐藤電器 白 丹 佐藤　　登 76-1393 森章電気 米 納 森　　章二 66-3700
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  食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

ここから拓く未来！  竹田市経済活性化促進協議会  ☎ 62-2122   http://taketa-syokuiku.org/

『地域雇用創造実現事業』
　食育ツーリズム雇用創出大作戦！（新パッケージ事業）では、モノづくりや仕組みづくりの研究を重ね、
企業組合や任意組合等の組織化、商品の地域ブランド化（竹田ブランド）を目指して新商品の開発等、企業
化が進んでいます。
　本年 2 月から平成 23 年 3 月までの約 2 年間にわたって実施される「地域雇用創造実現事業」は、あと 1
年となった食育ツーリズム雇用創出大作戦！（新パッケージ事業）の研究会での積極的な取り組みを、起業
や雇用創出という形で具体的に実現するための支援事業と位置づけ、商品のブランド化や市内外販売窓口の
開拓などに「地域商社」を設置して取り組んでいきます。

　観光分野では、地域商社を竹田市観光ツーリズム協会と位置づけ、
当協議会と連携して次のような事業に取り組みます。
　○100本の着地型旅行商品の企画
　○インターネットを活用した予約申し込みなど販売システム構築
　○観光キャンペーン等
※竹田市観光ツーリズム協会では、平成 20 年度に事務局長を全国公
募するなど体制強化が進んでおり、3 月にはＮＰＯ法人、4 月には第
3種の旅行業を取得する予定です。

　食づくり分野では、“地産地加地消” を進めるため、次の事業に取
り組んでいきます。将来的には、それらを引き継いでいく組織として
新たな地域商社を立ち上げ、組織化を図ります。
　○地場産品を活用した商品のブランド化
　○生産、加工、流通、旅館や飲食店、販売者との連携促進事業
　○チャレンジショップ事業

観　　光

食づくり

「20の研究会が、
　あなたの参加を
　　お待ちしています。」

☆観光分野（ツーリズム関連）
　①竹田直入温泉地づくり研究会
　②観光ガイド・マナー研究会
　③周遊観光研究会
　④岡城魅力づくり研究会
　⑤ステンドグラス研究会
　⑥城下町工芸研究会
　⑦交流店舗拠点づくり研究会
　⑧商家民泊研究会
☆食づくり分野（食育関連）
　⑨薬膳惣菜研究会
　⑩名水料理研究会
　⑪郷土料理研究会
　⑫ジュース研究会
　⑬ジャム・ソース研究会
　⑭アレルギー対策用品製造研究会
　⑮発酵商店街研究会
　⑯どぶろく研究会
　⑰ワイン・リキュール研究会
　⑱野菜加工研究会
　⑲山菜加工研究会
　⑳農産加工開発研究会

平成21年度の研究会への
お申し込みは、竹田市経済
活性化促進協議会まで！

西日本フォーラム21  「地域再生討論会 in 竹田」
～雇用：地域によい仕事をつくる～

　西日本フォーラム21「地域再生討論会 in 竹田」が、３月14日に久住公民館
で開催されました。

　会場には約100人が集まり、小川
全夫さん（山口県立大学教授）や山
下惣一さん（農民作家）、森千鶴子さ
ん（フリーライター）らと食育ツー
リズムや活性化の取り組みなどに
ついて、意見を交わしました。
　また、地元の特産を活かした郷土
料理を持ち寄り「たけたの食のかた
ち大公開！」も行われました。
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によるプロジェクトチームを結成し、全庁体制で加入推進に取り組んでいます。
　本年９月末の加入率70％以上に向け、現在、職員が事業説明と加入のお願いのため皆様のお宅にお伺いし
ています。ご理解、ご協力をお願いします。

　テレビ放送サービスに加入される方は、下記の宅内工事指定業者の中から選択して、直接工事を依頼して
いただくことになります。依頼時期は、ＮＴＴ西日本大分支店が行う引込工事後の告知端末機設置工事が終
了した後、１か月以内にお願いします。

テレビ放送共同受信施設撤去補助金を交付します
　ケーブルネットワークへの加入にともない共同受信施設を撤去した場合、経費の2分の 1（限度額50万円）
を補助します。詳細は代表者にお知らせします。

ＮＴＴによる引込工事

ＮＴＴによる告知端末機設置工事

加入者が指定業者へ宅内工事を依頼

テレビ放送サービス開始

指定業者が宅内工事

■引込工事後の告知端末機設置工事時期（予定）

※その他の地域は、予定時期が決まり次第お知らせします。
※引込工事　電柱等から家の外壁まで光ケーブルを引き込む工事等
※告知端末機設置工事
　外壁から宅内を配線し、告知端末機を設置する工事

平成21年 平成22年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

年月
地域

久住地域

直入地域

　ケーブルネットワークの工事は、現在、久住地域の電柱に光ケーブルを架ける工事（伝送路工事）を行っ
ています。４月下旬からは直入地域の工事を開始する予定です。電柱に光ケーブルを架けた後は、各戸への
引込工事を行います。工事を効率的に進めるために、お早目の加入申込みをお願いします。

会　社　名 所在地 代表者 電話番号 会　社　名 所在地 代表者 電話番号
㈱アダチ 長 湯 足立　孝夫 75-2154 佐藤電器工事部 長 湯 佐藤　文明 75-2175
阿南電気工事店 挟 田 阿南　眞一 63-0767 サナダデンキ 吉 田 眞田　英二 62-3429
井電気総合 久 住 井　　　寛 76-0123 首藤総合通信 竹田町 首藤　昌之 62-4000
㈱大分エレクトロニックサービス 拝田原 工藤喜一郎 63-0006 匠電設備 竹 田 伊藤　隆文 62-4050
大神電力工業所 仏 原 大神　充士 77-2055 ㈲すいおん 挟 田 土居千代美 62-3384
甲斐電器店 下田北 甲斐　冬松 78-1138 大善電機 吉 田 吉良　善博 62-4778
片山電器 玉 来 片山　秀隆 63-4917 竹田電気工事社 君ケ園 阿南　敬紀 62-3922
川合電気工事㈱ 竹 田 川合　俊彦 63-2449 田上誠心堂 門 田 田上　昭幸 62-2949
川上家電サービス 竹 田 川上　利則 62-4808 デオデオ竹田荻町店 馬 場 市原　寛治 68-3276
カワノ電器 会　々 河野　一重 63-0711 デンキの本田 米 納 本田　　忠 66-3124
㈱九電工竹田営業所 君ケ園 工藤　芳隆 63-2041 ㈲土居燃料 挟 田 土居　昌弘 63-0123
㈲共和電機工業 久 住 楳木日出行 76-0075 ベスト電器竹田店 拝田原 伊藤　信秀 63-2850
工藤電機 米 納 工藤　正幸 66-3061 ㈲豊肥電設 植 木 渡部　憲治 63-3576
国見電気工事 叶 野 小出　貞義 68-3083 ㈲本郷電器 入 田 本郷　敦子 62-2946
㈲小出商店 玉 来 小出　公照 63-2518 マツモト電器 君ケ園 松本　一明 63-3156
酒井電気工事店 久 住 酒井　孝三 76-0252 未来電設 城 原 後藤　昭次 66-3118
佐藤電器 白 丹 佐藤　　登 76-1393 森章電気 米 納 森　　章二 66-3700
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  食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

ここから拓く未来！  竹田市経済活性化促進協議会  ☎ 62-2122   http://taketa-syokuiku.org/

『地域雇用創造実現事業』
　食育ツーリズム雇用創出大作戦！（新パッケージ事業）では、モノづくりや仕組みづくりの研究を重ね、
企業組合や任意組合等の組織化、商品の地域ブランド化（竹田ブランド）を目指して新商品の開発等、企業
化が進んでいます。
　本年 2 月から平成 23 年 3 月までの約 2 年間にわたって実施される「地域雇用創造実現事業」は、あと 1
年となった食育ツーリズム雇用創出大作戦！（新パッケージ事業）の研究会での積極的な取り組みを、起業
や雇用創出という形で具体的に実現するための支援事業と位置づけ、商品のブランド化や市内外販売窓口の
開拓などに「地域商社」を設置して取り組んでいきます。

　観光分野では、地域商社を竹田市観光ツーリズム協会と位置づけ、
当協議会と連携して次のような事業に取り組みます。
　○100本の着地型旅行商品の企画
　○インターネットを活用した予約申し込みなど販売システム構築
　○観光キャンペーン等
※竹田市観光ツーリズム協会では、平成 20 年度に事務局長を全国公
募するなど体制強化が進んでおり、3 月にはＮＰＯ法人、4 月には第
3種の旅行業を取得する予定です。

　食づくり分野では、“地産地加地消” を進めるため、次の事業に取
り組んでいきます。将来的には、それらを引き継いでいく組織として
新たな地域商社を立ち上げ、組織化を図ります。
　○地場産品を活用した商品のブランド化
　○生産、加工、流通、旅館や飲食店、販売者との連携促進事業
　○チャレンジショップ事業

観　　光

食づくり

「20の研究会が、
　あなたの参加を
　　お待ちしています。」

☆観光分野（ツーリズム関連）
　①竹田直入温泉地づくり研究会
　②観光ガイド・マナー研究会
　③周遊観光研究会
　④岡城魅力づくり研究会
　⑤ステンドグラス研究会
　⑥城下町工芸研究会
　⑦交流店舗拠点づくり研究会
　⑧商家民泊研究会
☆食づくり分野（食育関連）
　⑨薬膳惣菜研究会
　⑩名水料理研究会
　⑪郷土料理研究会
　⑫ジュース研究会
　⑬ジャム・ソース研究会
　⑭アレルギー対策用品製造研究会
　⑮発酵商店街研究会
　⑯どぶろく研究会
　⑰ワイン・リキュール研究会
　⑱野菜加工研究会
　⑲山菜加工研究会
　⑳農産加工開発研究会

平成21年度の研究会への
お申し込みは、竹田市経済
活性化促進協議会まで！

西日本フォーラム21  「地域再生討論会 in 竹田」
～雇用：地域によい仕事をつくる～

　西日本フォーラム21「地域再生討論会 in 竹田」が、３月14日に久住公民館
で開催されました。

　会場には約100人が集まり、小川
全夫さん（山口県立大学教授）や山
下惣一さん（農民作家）、森千鶴子さ
ん（フリーライター）らと食育ツー
リズムや活性化の取り組みなどに
ついて、意見を交わしました。
　また、地元の特産を活かした郷土
料理を持ち寄り「たけたの食のかた
ち大公開！」も行われました。
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
必
要
な
医
療
を
提
供

し
、
健
康
で
安
心
で
き
る
生
活
を

送
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
保
険
税
を
主
な
財
源
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年
度
は
赤
字

決
算
と
い
う
極
め
て
深
刻
な
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因

は
、
受
診
件
数
の
増
加
、
入
院
医

療
費
の
急
激
な
上
昇
で
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
、
こ
の
赤
字

の
解
消
と
医
療
費
の
増
加
を
考
慮

し
、
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
状
と
問
題
点

　

平
成
19
年
度
の
竹
田
市
の
国
保

一
般
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
逆
に
退
職
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
、
県
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

全
体
の
医
療
費
で
は
、
特
に
入

院
に
係
る
医
療
費
が
高
く
、
疾
病

別
に
み
る
と
、
医
療
費
の
総
額
が

高
い
順
に
、
高
血
圧
性
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
、
統
合
失
調
症
・
分
裂

病
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害
、
悪

性
新
生
物
（
が
ん
）、
腎
不
全
、

心
疾
患
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
や

そ
れ
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
疾

患
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
（
平

成
20
年
５
月
診
療
分
）。

　

さ
ら
に
、
一
般
被
保
険
者
及
び

退
職
被
保
険
者
の
受
診
率
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
保
険
税
の
収
納
率
は
年
々

下
が
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

「
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
医
療

費
適
正
化
対
策
推
進
本
部
」

　

市
民
の
保
健
・
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
実
態
把
握
に
努
め
、
高
医

療
費
の
要
因
と
の
関
連
に
つ
い
て

分
析
す
る
た
め
、
関
係
部
局
及
び

関
係
団
体
と
の
調
整
を
行
い
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
財
政
運
営
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
竹
田
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
医
療
費

適
正
化
対
策
推
進
本
部
」
を
平
成

20
年
７
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

『
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
事
業

運
営
安
定
化
計
画
』
を
策
定

　

こ
の
計
画
は
、
医
療
費
の
低
減

を
目
標
に
、
医
療
費
の
適
正
化
事

業
及
び
保
健
事
業
を
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
安
定
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
、

事
業
運
営
安
定
化
に
向
け
、
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
・
強
化

②
国
民
健
康
保
険
の
制
度
や
事
業

の
周
知
と
医
療
費
分
析
に
よ
る

対
策

③
生
活
習
慣
病
予
防
の
充
実
強
化

④
健
康
増
進
部
門
、
福
祉
部
門
及

び
生
涯
学
習
や
公
民
館
事
業
と

の
連
携

⑤
国
保
被
保
険
者
資
格
の
適
正
化

⑥
重
複
頻
回
受
診
者
等
訪
問
指
導

⑦
国
民
健
康
保
険
税
収
納
率
確
保

対
策
の
強
化
な
ど

　

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

教
育
関
係
部
局
が
連
携
し
、
市
民

の
健
康
増
進
に
取
り
組
み
、
国
民

健
康
保
険
事
業
運
営
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　

☎
63‐

４
８
０
９

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
に
向
け
て 

①

『
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
計
画
』
を
策
定

保
険
税
は
皆
さ
ん
の
医
療
費
を

支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■図１　１人当たりの医療費（年間）

■図２　受診率(被保険者1人当たりの受診件数)と保険税収納率の推移

退職被保険者
402,729円

一般被保険者
309,722円

大分県平均
一般被保険者　275,871円
退職被保険者　443,358円
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一　般

退　職

収納率
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Der Friese spricht　フリース人が語る
ワインラベル学：ワインのカテゴリー
　前回ラベルに書いてある情報について説明しましたが、今回はもう一つの重要なヒ
ントについて話したいと思います。それはワインの原産地呼称制度のカテゴリーです。
国によって異なる基準に基づくため、細かい部分は十分に比較できませんが、全般的
に見て次のように分けることができます。
　ＥＵの規則によると、ワインは「V.C.C.」（Vin de Consommation Courante）と
「V.Q.P.R.D.」（Vins de Qualite Produits dans des Regions Determinees）の 2 種類に分
類されます。
　「V.C.C.」は値段が安く経済的で、日常の食卓で気軽に飲めるテーブル・ワインのこ
とですが、特にイタリアの場合は美味しい物もありますが、“とりあえず” という感覚
で選ばないようお薦めします。
　それに対して「V.Q.P.R.D.」は、ＥＵが定めたワインの格付けで、「指定地域優良ワイン」
のことです。それぞれの1番目の名称は、「使用ブドウ品種、栽培法、最大収穫量、醸造法、
ワインの最低アルコール濃度」に関する規定です。2 番目は「原産地統制名称」のことで、銘醸産地名を製
品にうたうための資格を法律で定めたものです。国によって資格の厳密さが違うため、ＥＵはフランスの原産
地統制名称ワイン（A.O.C.：Appellation d'origine contrôlée）を土台にして特定地域産高品質ワインとしての
資格を定め、表示を義務づける協定を締結しました。
　簡単に言うと、「V.Q.P.R.D.」にあたる呼称がラベルに書いてあるかチェックして下さい。そうすればワイ
ン選びに失敗する確率が低いと言っていいでしょう。

カテゴリー 原産国原産地呼称（ラベル表記）

V.C.C.
テーブルワイン

V.Q.P.R.D.
指定地域
優良ワイン

Vin de table / Vin de pays フランス
Vino da tavola / Indicazione geografica tipica イタリア
Vino de mesa / Vino de la tierra スペイン
Tafelwein / Landwein ド イ ツ
Appellation d'origine vin délimité de qualité supérieure (A.O.V.D.Q.S.)
Appellation d'origine contrôlée (A.O.C.) フランス

Denominazione di origine controllata (D.O.C.)
Denominazione di origine controllata e garantita (D.O.C.G.) イタリア

Denominacion de origen (D.O.) / Denominacion de origen calificada (D.O.C.) スペイン
Qualitätswein (Q.b.A.) / Qualitätswein mit Prädikat (Q.m.P.) ド イ ツ

㉔

竹
田
市
長　

牧　
　

剛　

尓

　

い
よ
い
よ
緑
の
息
吹
が
萌
え
、

久
住
高
原
に
軟
草
の
絨
毯
が
広
が

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

こ
こ
彼
処
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
素

晴
ら
し
い
季
節
で
す
。

　

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
こ
の
草
原
が
実
に
多
く
の

方
々
の
手
作
業
に
よ
る
野
焼
き
で

長
い
歴
史
を
経
て
維
持
・
保
全
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

３
月
８
日
、
私
は
初
め
て
野
焼

き
を
間
近
で
体
験
し
ま
し
た
。
早

春
の
風
物
詩
と
し
て
拝
見
し
て
い

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
由
布
市
で

大
変
悲
惨
な
事
故
が
起
こ
り
ま
し

た
。
野
焼
き
が
人
命
を
巻
き
込
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
実
は
危
険

な
作
業
を
経
て
雄
大
な
景
観
が
保

た
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
私
ど

も
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

３
月
21
日
に
は
、
九
重
連
山
三

俣
山
山
頂
付
近
で
登
山
者
の
不
始

末
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

す
ぐ
さ
ま
消
防
署
、
関
係
消
防
団

の
皆
様
が
出
動
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
地
域
の
方
々
も
炊
き
出
し
等

に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
私
は
三
俣
山
が
望
め

る
と
こ
ろ
に
い
た
の
で
す
が
、
折

か
ら
の
強
風
に
消
失
範
囲
は
ど
ん

ど
ん
拡
大
し
、
多
く
の
登
山
客
の

安
否
も
心
配
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

県
庁
防
災
危
機
管
理
課
長
、
消
防

保
安
室
長
と
連
絡
を
取
り
合
い
ま

し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
自
衛
隊

の
要
請
も
あ
り
う
る
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
熊
本
県
防
災
ヘ
リ
や
大

分
県
防
災
ヘ
リ
の
消
火
状
況
を
見

守
る
こ
と
と
し
、
現
状
把
握
の
た

め
長
者
原
か
ら
現
地
に
向
か
い
ま

し
た
。

営
林
局
所
管
の
ゲ
ー
ト
付
近
で
下

山
し
て
き
た
消
防
署
、
消
防
団
の

皆
様
と
遭
遇
し
、
鎮
火
の
状
況
を

聞
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

の
お
か
げ
で
大
事
に
至
ら
ず
、
本

当
に
良
か
っ
た
と
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
や
は
り
火
事
は

怖
い
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
も

火
災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
必
要
な
医
療
を
提
供

し
、
健
康
で
安
心
で
き
る
生
活
を

送
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
保
険
税
を
主
な
財
源
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年
度
は
赤
字

決
算
と
い
う
極
め
て
深
刻
な
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因

は
、
受
診
件
数
の
増
加
、
入
院
医

療
費
の
急
激
な
上
昇
で
す
。

　

平
成
20
年
度
に
は
、
こ
の
赤
字

の
解
消
と
医
療
費
の
増
加
を
考
慮

し
、
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
状
と
問
題
点

　

平
成
19
年
度
の
竹
田
市
の
国
保

一
般
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
逆
に
退
職
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
、
県
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

全
体
の
医
療
費
で
は
、
特
に
入

院
に
係
る
医
療
費
が
高
く
、
疾
病

別
に
み
る
と
、
医
療
費
の
総
額
が

高
い
順
に
、
高
血
圧
性
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
、
統
合
失
調
症
・
分
裂

病
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害
、
悪

性
新
生
物
（
が
ん
）、
腎
不
全
、

心
疾
患
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
や

そ
れ
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
疾

患
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
（
平

成
20
年
５
月
診
療
分
）。

　

さ
ら
に
、
一
般
被
保
険
者
及
び

退
職
被
保
険
者
の
受
診
率
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
保
険
税
の
収
納
率
は
年
々

下
が
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

「
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
医
療

費
適
正
化
対
策
推
進
本
部
」

　

市
民
の
保
健
・
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
実
態
把
握
に
努
め
、
高
医

療
費
の
要
因
と
の
関
連
に
つ
い
て

分
析
す
る
た
め
、
関
係
部
局
及
び

関
係
団
体
と
の
調
整
を
行
い
、
医

療
費
の
適
正
化
及
び
財
政
運
営
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
竹
田
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
医
療
費

適
正
化
対
策
推
進
本
部
」
を
平
成

20
年
７
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

『
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
事
業

運
営
安
定
化
計
画
』
を
策
定

　

こ
の
計
画
は
、
医
療
費
の
低
減

を
目
標
に
、
医
療
費
の
適
正
化
事

業
及
び
保
健
事
業
を
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
運
営
安
定
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
、

事
業
運
営
安
定
化
に
向
け
、
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
・
強
化

②
国
民
健
康
保
険
の
制
度
や
事
業

の
周
知
と
医
療
費
分
析
に
よ
る

対
策

③
生
活
習
慣
病
予
防
の
充
実
強
化

④
健
康
増
進
部
門
、
福
祉
部
門
及

び
生
涯
学
習
や
公
民
館
事
業
と

の
連
携

⑤
国
保
被
保
険
者
資
格
の
適
正
化

⑥
重
複
頻
回
受
診
者
等
訪
問
指
導

⑦
国
民
健
康
保
険
税
収
納
率
確
保

対
策
の
強
化
な
ど

　

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

教
育
関
係
部
局
が
連
携
し
、
市
民

の
健
康
増
進
に
取
り
組
み
、
国
民

健
康
保
険
事
業
運
営
の
安
定
化
を

図
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　

☎
63‐

４
８
０
９

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
に
向
け
て 

①

『
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
計
画
』
を
策
定

保
険
税
は
皆
さ
ん
の
医
療
費
を

支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■図１　１人当たりの医療費（年間）

■図２　受診率(被保険者1人当たりの受診件数)と保険税収納率の推移

退職被保険者
402,729円

一般被保険者
309,722円

大分県平均
一般被保険者　275,871円
退職被保険者　443,358円
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Der Friese spricht　フリース人が語る
ワインラベル学：ワインのカテゴリー
　前回ラベルに書いてある情報について説明しましたが、今回はもう一つの重要なヒ
ントについて話したいと思います。それはワインの原産地呼称制度のカテゴリーです。
国によって異なる基準に基づくため、細かい部分は十分に比較できませんが、全般的
に見て次のように分けることができます。
　ＥＵの規則によると、ワインは「V.C.C.」（Vin de Consommation Courante）と
「V.Q.P.R.D.」（Vins de Qualite Produits dans des Regions Determinees）の 2 種類に分
類されます。
　「V.C.C.」は値段が安く経済的で、日常の食卓で気軽に飲めるテーブル・ワインのこ
とですが、特にイタリアの場合は美味しい物もありますが、“とりあえず” という感覚
で選ばないようお薦めします。
　それに対して「V.Q.P.R.D.」は、ＥＵが定めたワインの格付けで、「指定地域優良ワイン」
のことです。それぞれの1番目の名称は、「使用ブドウ品種、栽培法、最大収穫量、醸造法、
ワインの最低アルコール濃度」に関する規定です。2 番目は「原産地統制名称」のことで、銘醸産地名を製
品にうたうための資格を法律で定めたものです。国によって資格の厳密さが違うため、ＥＵはフランスの原産
地統制名称ワイン（A.O.C.：Appellation d'origine contrôlée）を土台にして特定地域産高品質ワインとしての
資格を定め、表示を義務づける協定を締結しました。
　簡単に言うと、「V.Q.P.R.D.」にあたる呼称がラベルに書いてあるかチェックして下さい。そうすればワイ
ン選びに失敗する確率が低いと言っていいでしょう。

カテゴリー 原産国原産地呼称（ラベル表記）

V.C.C.
テーブルワイン

V.Q.P.R.D.
指定地域
優良ワイン

Vin de table / Vin de pays フランス
Vino da tavola / Indicazione geografica tipica イタリア
Vino de mesa / Vino de la tierra スペイン
Tafelwein / Landwein ド イ ツ
Appellation d'origine vin délimité de qualité supérieure (A.O.V.D.Q.S.)
Appellation d'origine contrôlée (A.O.C.) フランス

Denominazione di origine controllata (D.O.C.)
Denominazione di origine controllata e garantita (D.O.C.G.) イタリア

Denominacion de origen (D.O.) / Denominacion de origen calificada (D.O.C.) スペイン
Qualitätswein (Q.b.A.) / Qualitätswein mit Prädikat (Q.m.P.) ド イ ツ

㉔

竹
田
市
長　

牧　
　

剛　

尓

　

い
よ
い
よ
緑
の
息
吹
が
萌
え
、

久
住
高
原
に
軟
草
の
絨
毯
が
広
が

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

こ
こ
彼
処
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
素

晴
ら
し
い
季
節
で
す
。

　

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
こ
の
草
原
が
実
に
多
く
の

方
々
の
手
作
業
に
よ
る
野
焼
き
で

長
い
歴
史
を
経
て
維
持
・
保
全
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

３
月
８
日
、
私
は
初
め
て
野
焼

き
を
間
近
で
体
験
し
ま
し
た
。
早

春
の
風
物
詩
と
し
て
拝
見
し
て
い

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
由
布
市
で

大
変
悲
惨
な
事
故
が
起
こ
り
ま
し

た
。
野
焼
き
が
人
命
を
巻
き
込
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
実
は
危
険

な
作
業
を
経
て
雄
大
な
景
観
が
保

た
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
私
ど

も
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

３
月
21
日
に
は
、
九
重
連
山
三

俣
山
山
頂
付
近
で
登
山
者
の
不
始

末
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

す
ぐ
さ
ま
消
防
署
、
関
係
消
防
団

の
皆
様
が
出
動
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
地
域
の
方
々
も
炊
き
出
し
等

に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
私
は
三
俣
山
が
望
め

る
と
こ
ろ
に
い
た
の
で
す
が
、
折

か
ら
の
強
風
に
消
失
範
囲
は
ど
ん

ど
ん
拡
大
し
、
多
く
の
登
山
客
の

安
否
も
心
配
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

県
庁
防
災
危
機
管
理
課
長
、
消
防

保
安
室
長
と
連
絡
を
取
り
合
い
ま

し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
自
衛
隊

の
要
請
も
あ
り
う
る
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
熊
本
県
防
災
ヘ
リ
や
大

分
県
防
災
ヘ
リ
の
消
火
状
況
を
見

守
る
こ
と
と
し
、
現
状
把
握
の
た

め
長
者
原
か
ら
現
地
に
向
か
い
ま

し
た
。

営
林
局
所
管
の
ゲ
ー
ト
付
近
で
下

山
し
て
き
た
消
防
署
、
消
防
団
の

皆
様
と
遭
遇
し
、
鎮
火
の
状
況
を

聞
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

の
お
か
げ
で
大
事
に
至
ら
ず
、
本

当
に
良
か
っ
た
と
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
や
は
り
火
事
は

怖
い
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
も

火
災
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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体
力
の
向
上
を
通
し
て　

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に

　

本
校
は
、
平
成
19
年
４
月

に
長
湯
小
学
校
と
下
竹
田
小

学
校
が
対
等
統
合
に
よ
り
誕

生
し
た
３
年
目
の
学
校
で
す
。

北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
を
仰
ぎ
、

芹
川
と
阿
蘇
火
砕
流
の
堆
積

と
い
わ
れ
る
小
高
い
丘
の
権

現
山
に
挟
ま
れ
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
の
あ
る
長
湯
温
泉

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

児
童
数
は
99
名
で
、
教
育

目
標
を
「
自
ら
学
び　

心
豊

か
で
た
く
ま
し
く　

平
和
を

願
う
子
ど
も
の
育
成
」
と
定

め
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
は
、

学
校
教
育
へ
の
関
心
が
高
く
、

協
力
的
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
県
の
体
力
向

上
実
践
校
の
指
定
を
受
け
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
め
あ
て
を
も
ち
、
昔
の

遊
び
や
権
現
山
な
ど
を
活
用

し
、
様
々
な
運
動
を
計
画
的

に
行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
体

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

日
常
活
動
と
と
も
に
、
昨

年
11
月
に
三
井
住
友
海
上
陸

上
競
技
部
に
所
属
し
て
い
た

元
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
市
河
麻

由
美
さ
ん
に
よ
る
陸
上
教
室
、

12
月
に
地
域
の
方
々
に
よ
る

ま
り
つ
き
教
室
、
今
年
２
月

に
は
、Ａ
Ｐ
Ｕ（
ア
ジ
ア
太
平

洋
立
命
館
大
学
）
の
学
生
さ

ん
に
よ
る
な
わ
と
び
〝
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
〞
教
室
な
ど
、
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
活
用

し
た
教
室
を
開
く
こ
と
に
よ

り
、
意
欲
的
に
楽
し
く
運
動

に
取
り
組
む
子
ど
も
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
い
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
体
力
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
甲
斐　

明
正
）

陸上教室

ダブルダッチ教室

親
子
で
豆
料
理
に
挑
戦

　

親
子
料
理
教
室
が
、
２
月
21
日
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
親
子
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
と

竹
田
市
学
校
給
食
研
究
協
議
会
が

開
い
た
も
の
で
、
市
内
の
親
子
約

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
青
エ
ン
ド
ウ
や
金

時
豆
な
ど
８
種
類
の
豆
を
使
い
、

豆
入
り
む
し
パ
ン
や
白
玉
ぜ
ん
ざ

い
、
白
花
豆
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
料

理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
豆
料
理
を
「
お
い
し
い
」

と
何
度
も
お
代
わ
り
し
な
が
ら
食

べ
て
い
ま
し
た
。

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
に
お
別
れ

　

３
月
末
で
閉
所
・
閉
校
と
な
っ

た
柏
原
保
育
所
、
明
治
小
学
校
、

竹
田
小
学
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
竹
田
小
学
校
の
閉

校
式
が
、
児
童
や
保
護
者
、
歴
代

校
長
や
自
治
会
長
な
ど
約
４
０
０

名
が
出
席
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

柏
原
保
育
所
の
閉
所
式
が
、
園

児
や
保
護
者
、
歴
代
所
長
な
ど
約

60
名
が
出
席
し
、
２
月
28
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
児
童
や
保
護
者
、

卒
業
生
な
ど
約
３
５
０
名
が
出
席

し
、
明
治
小
学
校
の
閉
校
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

楽しく豆料理に挑戦
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自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
〝
誇
り
〞
を
持
つ
こ
と

は
、〝
ふ
る
さ
と
を
知
る
〞
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
、
そ
の

働
き
か
け
が
様
々
な
視
点
か
ら

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
〝
誇
り
〞
に
つ
な
が
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
仕
掛
人
た

ち
は
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
で
43
回
と
な
る
「
ま
る

ご
と
博
物
館
」、
そ
し
て
「
五
感

で
巡
る
旅
」
市
民
講
座
も
そ
の

働
き
か
け
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　
「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
で
は
、

日
本
人
は
歴
史
を
学
ば
な
く

な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
中
、

郷
土
の
先
人
や
文
化
財
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。「
先
人
た
ち

の
業
績
な
ど
か
ら
未
来
に
向
け

て
活
か
せ
る
も
の
が
き
っ
と
身

近
に
あ
る
」
と
い
う
思
い
、
そ

し
て
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執

筆
者
は
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
五
感
で
巡
る
旅
」
市

民
講
座
で
は
、
市
内
を
５
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
、
ふ
る
さ
と
の

魅
力
の
再
発
見
を
目
指
し
て
、

名
所
・
旧
跡
だ
け
で
な
く
文
化

や
食
も
体
験
し
ま
し
た
。
毎
回

定
員
を
超
え
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
の
状
況
と
な
る
な
ど
大
変
好

評
で
し
た
。

　

最
近
で
は
、
商
工
会
議
所
青

年
部
に
よ
る
「
う
ん
ち
く
絵
幕
・

城
下
町
物
語
」
が
製
作
さ
れ
ま

し
た
。
街
を
歩
く
人
た
ち
に
、

そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
を
持
た
せ
、
魅

力
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
ふ
る
さ

と
を
見
つ
め
直
す
動
き
に
勢
い

づ
け
ら
れ
、
執
筆
者
の
集
い
で

は
「
50
回
を
迎
え
た
ら
何
と
か

し
た
い
ね
」
と
話
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
さ
ら
に
も
う
一
度
集

ま
り
た
い
と
い
う
声
も
出
て
い

ま
す
。

（
歴
史
と
自
然
を
護
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
） 五感で巡る旅うんちく絵幕

ふるさとに誇りを

　

私
た
ち
は
今
、
５
月
中
旬
か
ら

始
ま
る
全
国
縦
断
ツ
ア
ー
ま
で
の

約
３
か
月
の
期
間
を
、
実
に
４
年

振
り
に
じ
っ
く
り
と
久
住
の
地
に

根
を
下
ろ
し
て
、
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

移
り
変
わ
る
自
然
と
真
正
面
か

ら
対
峙
し
な
が
ら
、Ｔ
Ａ
Ｏ
と
い

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
本
質
を
突
き

詰
め
る
貴
重
な
時
間
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

ひ
た
す
ら
に
太
鼓
に
打
ち
込
み

な
が
ら
音
を
追
求
し
て
い
た
こ
れ

ま
で
の
稽
古
か
ら
、
も
う
一
度
、

基
礎
に
基
づ
い
た
姿
勢
や
無
駄
の

な
い
美
し
い
桴
の
軌
道
を
見
直
し
、

正
確
な
リ
ズ
ム
、
統
一
さ
れ
た
グ

ル
ー
ヴ
、
力
み
の
な
い
音
を
奏
で

る
稽
古
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
理
論
体
系
化
さ
れ
た
基
礎

稽
古
、
科
学
さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
な
い
、
チ
ー
ム
全
体
が
基

礎
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
音
の
意
味
や
楽
曲
に
対

す
る
考
え
方
を
更
に
深
く
掘
り
下

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

揺
ら
ぎ
の
な
い
大
木
は
、
根
が

し
っ
か
り
と
地
に
張
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
沢
山
の
葉
を
茂
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
の

時
期
に
、
揺
る
ぎ
の
な
い
基
盤
を

し
っ
か
り
と
築
き
、
新
た
な
感
性

を
生
茂
ら
せ
た
い
と
、
今
日
も
久

住
の
里
で
は
余
念
の
な
い
稽
古
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー 

黒
柳 

夏
子
）

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
、
桜
が
か

な
り
早
く
開
花
し
ま
し
た
。
中
で

も
ふ
れ
あ
い
駐
車
場
の
桜
は
市
内

の
ど
こ
よ
り
も
早
く
開
花
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
開

花
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
、

３
月
に
桜
祭
り
が
行
わ
れ
る
日
も

そ
う
遠
く
な
い
の
で
は…

。



10広報たけた  平成21年４月号

体
力
の
向
上
を
通
し
て　

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に

　

本
校
は
、
平
成
19
年
４
月

に
長
湯
小
学
校
と
下
竹
田
小

学
校
が
対
等
統
合
に
よ
り
誕

生
し
た
３
年
目
の
学
校
で
す
。

北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
を
仰
ぎ
、

芹
川
と
阿
蘇
火
砕
流
の
堆
積

と
い
わ
れ
る
小
高
い
丘
の
権

現
山
に
挟
ま
れ
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
の
あ
る
長
湯
温
泉

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

児
童
数
は
99
名
で
、
教
育

目
標
を
「
自
ら
学
び　

心
豊

か
で
た
く
ま
し
く　

平
和
を

願
う
子
ど
も
の
育
成
」
と
定

め
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
は
、

学
校
教
育
へ
の
関
心
が
高
く
、

協
力
的
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
県
の
体
力
向

上
実
践
校
の
指
定
を
受
け
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
め
あ
て
を
も
ち
、
昔
の

遊
び
や
権
現
山
な
ど
を
活
用

し
、
様
々
な
運
動
を
計
画
的

に
行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
体

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

日
常
活
動
と
と
も
に
、
昨

年
11
月
に
三
井
住
友
海
上
陸

上
競
技
部
に
所
属
し
て
い
た

元
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
市
河
麻

由
美
さ
ん
に
よ
る
陸
上
教
室
、

12
月
に
地
域
の
方
々
に
よ
る

ま
り
つ
き
教
室
、
今
年
２
月

に
は
、Ａ
Ｐ
Ｕ（
ア
ジ
ア
太
平

洋
立
命
館
大
学
）
の
学
生
さ

ん
に
よ
る
な
わ
と
び
〝
ダ
ブ

ル
ダ
ッ
チ
〞
教
室
な
ど
、
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
活
用

し
た
教
室
を
開
く
こ
と
に
よ

り
、
意
欲
的
に
楽
し
く
運
動

に
取
り
組
む
子
ど
も
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
い
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
体
力
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
甲
斐　

明
正
）

陸上教室

ダブルダッチ教室

親
子
で
豆
料
理
に
挑
戦

　

親
子
料
理
教
室
が
、
２
月
21
日
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
親
子
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
と

竹
田
市
学
校
給
食
研
究
協
議
会
が

開
い
た
も
の
で
、
市
内
の
親
子
約

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
青
エ
ン
ド
ウ
や
金

時
豆
な
ど
８
種
類
の
豆
を
使
い
、

豆
入
り
む
し
パ
ン
や
白
玉
ぜ
ん
ざ

い
、
白
花
豆
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
料

理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
豆
料
理
を
「
お
い
し
い
」

と
何
度
も
お
代
わ
り
し
な
が
ら
食

べ
て
い
ま
し
た
。

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
に
お
別
れ

　

３
月
末
で
閉
所
・
閉
校
と
な
っ

た
柏
原
保
育
所
、
明
治
小
学
校
、

竹
田
小
学
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
竹
田
小
学
校
の
閉

校
式
が
、
児
童
や
保
護
者
、
歴
代

校
長
や
自
治
会
長
な
ど
約
４
０
０

名
が
出
席
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

柏
原
保
育
所
の
閉
所
式
が
、
園

児
や
保
護
者
、
歴
代
所
長
な
ど
約

60
名
が
出
席
し
、
２
月
28
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
児
童
や
保
護
者
、

卒
業
生
な
ど
約
３
５
０
名
が
出
席

し
、
明
治
小
学
校
の
閉
校
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
〝
誇
り
〞
を
持
つ
こ
と

は
、〝
ふ
る
さ
と
を
知
る
〞
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
、
そ
の

働
き
か
け
が
様
々
な
視
点
か
ら

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
〝
誇
り
〞
に
つ
な
が
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
仕
掛
人
た

ち
は
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
で
43
回
と
な
る
「
ま
る

ご
と
博
物
館
」、
そ
し
て
「
五
感

で
巡
る
旅
」
市
民
講
座
も
そ
の

働
き
か
け
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　
「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
で
は
、

日
本
人
は
歴
史
を
学
ば
な
く

な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
中
、

郷
土
の
先
人
や
文
化
財
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。「
先
人
た
ち

の
業
績
な
ど
か
ら
未
来
に
向
け

て
活
か
せ
る
も
の
が
き
っ
と
身

近
に
あ
る
」
と
い
う
思
い
、
そ

し
て
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執

筆
者
は
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
五
感
で
巡
る
旅
」
市

民
講
座
で
は
、
市
内
を
５
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
、
ふ
る
さ
と
の

魅
力
の
再
発
見
を
目
指
し
て
、

名
所
・
旧
跡
だ
け
で
な
く
文
化

や
食
も
体
験
し
ま
し
た
。
毎
回

定
員
を
超
え
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
の
状
況
と
な
る
な
ど
大
変
好

評
で
し
た
。

　

最
近
で
は
、
商
工
会
議
所
青

年
部
に
よ
る
「
う
ん
ち
く
絵
幕
・

城
下
町
物
語
」
が
製
作
さ
れ
ま

し
た
。
街
を
歩
く
人
た
ち
に
、

そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
を
持
た
せ
、
魅

力
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
ふ
る
さ

と
を
見
つ
め
直
す
動
き
に
勢
い

づ
け
ら
れ
、
執
筆
者
の
集
い
で

は
「
50
回
を
迎
え
た
ら
何
と
か

し
た
い
ね
」
と
話
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
さ
ら
に
も
う
一
度
集

ま
り
た
い
と
い
う
声
も
出
て
い

ま
す
。

（
歴
史
と
自
然
を
護
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
） 五感で巡る旅うんちく絵幕

ふるさとに誇りを

　

私
た
ち
は
今
、
５
月
中
旬
か
ら

始
ま
る
全
国
縦
断
ツ
ア
ー
ま
で
の

約
３
か
月
の
期
間
を
、
実
に
４
年

振
り
に
じ
っ
く
り
と
久
住
の
地
に

根
を
下
ろ
し
て
、
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

移
り
変
わ
る
自
然
と
真
正
面
か

ら
対
峙
し
な
が
ら
、Ｔ
Ａ
Ｏ
と
い

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
本
質
を
突
き

詰
め
る
貴
重
な
時
間
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

ひ
た
す
ら
に
太
鼓
に
打
ち
込
み

な
が
ら
音
を
追
求
し
て
い
た
こ
れ

ま
で
の
稽
古
か
ら
、
も
う
一
度
、

基
礎
に
基
づ
い
た
姿
勢
や
無
駄
の

な
い
美
し
い
桴
の
軌
道
を
見
直
し
、

正
確
な
リ
ズ
ム
、
統
一
さ
れ
た
グ

ル
ー
ヴ
、
力
み
の
な
い
音
を
奏
で

る
稽
古
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
理
論
体
系
化
さ
れ
た
基
礎

稽
古
、
科
学
さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
な
い
、
チ
ー
ム
全
体
が
基

礎
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
音
の
意
味
や
楽
曲
に
対

す
る
考
え
方
を
更
に
深
く
掘
り
下

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

揺
ら
ぎ
の
な
い
大
木
は
、
根
が

し
っ
か
り
と
地
に
張
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
沢
山
の
葉
を
茂
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
の

時
期
に
、
揺
る
ぎ
の
な
い
基
盤
を

し
っ
か
り
と
築
き
、
新
た
な
感
性

を
生
茂
ら
せ
た
い
と
、
今
日
も
久

住
の
里
で
は
余
念
の
な
い
稽
古
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー 

黒
柳 

夏
子
）

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
、
桜
が
か

な
り
早
く
開
花
し
ま
し
た
。
中
で

も
ふ
れ
あ
い
駐
車
場
の
桜
は
市
内

の
ど
こ
よ
り
も
早
く
開
花
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
開

花
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
、

３
月
に
桜
祭
り
が
行
わ
れ
る
日
も

そ
う
遠
く
な
い
の
で
は…

。
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竹
田
市
人
事
異
動

【
４
月
１
日
付
（  

）
内
は
旧
役
職
】

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日

付
人
事
異
動
の
内
示
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
に
竹
田
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
行
政
組
織
の
変
更
に
伴
う

体
制
の
整
備
と
、
退
職
者
の
補
充
を
中

心
と
し
た
人
事
異
動
と
し
て
、
必
要
最

小
限
の
異
動
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
組
織
変
更
に
伴
う
読
み
替
え

　

平
成
21
年
度
の
行
政
組
織
変
更
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
20
年
度
旧
所
属
を
21

年
度
新
所
属
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
部
制
を
廃
止
し
、
課
制
に
移
行
す
る

た
め
、
21
年
度
は
総
務
企
画
部
、
市

民
福
祉
部
、
産
業
建
設
部
の
所
属
は

な
い
。

◎
荻
・
久
住
・
直
入
の
各
総
合
支
所
の

所
属
は
、
各
支
所
の
所
属
と
読
み
替

え
る
。

◎
組
織
の
改
称
に
よ
り
、
農
林
畜
産
課

を
農
政
課
、
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課

を
農
政
課
畜
産
振
興
室
、
総
合
支
所

地
域
振
興
課
を
支
所
市
民
生
活
課
、

総
合
支
所
産
業
課
・
建
設
課
・
商
工

観
光
課
を
支
所
産
業
建
設
課
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
指
導
室
を
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
と
読
み
替
え
る
。

■
課　

長

▽
企
画
情
報
課
参
事
兼
竹
田
温
泉
花
水

月
館
長
（
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
参

事
兼
国
体
推
進
室
長
）
薮
亀
洋
一
▽
福

祉
事
務
所
参
事
・
竹
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
派
遣
（
市
民
福
祉
部
付
参
事
・
竹

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
後
藤
隆

裕
▽
保
険
課
長
・
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
長
（
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課

参
事
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長
）
佐
伯

次
人
▽
農
政
課
長
（
産
業
建
設
部
農
林

整
備
課
長
）
菅
孝
司
▽
農
政
課
参
事
兼

畜
産
振
興
室
長
（
産
業
建
設
部
畜
産
セ

ン
タ
ー
振
興
課
長
）
伏
田
誠
一
▽
農
林

整
備
課
長
（
産
業
建
設
部
建
設
課
長
）

菊
池
二
郎
▽
商
工
観
光
課
付
課
長
・
竹

田
研
究
所
長
（
産
業
建
設
部
長
）
河
野

通
友
▽
建
設
課
長
（
産
業
建
設
部
工
事

検
査
課
長
）
高
本
可
直
▽
工
事
検
査
課

長
（
産
業
建
設
部
建
設
課
参
事
兼
道
路

管
理
係
長
）
工
藤
義
彦
▽
荻
支
所
長

（
荻
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長
）
菅
良
二

▽
荻
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻

分
室
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長

（
荻
総
合
支
所
建
設
課
長
）
内
田
賢
一

▽
荻
支
所
産
業
建
設
課
長
（
荻
総
合
支

所
産
業
課
長
）
後
藤
昭
一
▽
久
住
支
所

長
（
久
住
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
）

本
郷
俊
一
▽
久
住
支
所
市
民
生
活
課
長

兼
会
計
課
久
住
分
室
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
久
住
支
局
長
（
久
住
総
合
支
所
商

工
観
光
課
長
）
工
藤
久
憲
▽
久
住
支
所

産
業
建
設
課
長
（
直
入
総
合
支
所
市
民

生
活
課
長
兼
会
計
課
直
入
分
室
長
）
麻

生
宗
洋
▽
直
入
支
所
長
（
直
入
総
合
支

所
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
直
入
支
局
長
）
佐
藤
英
俊
▽
直
入

支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
直
入
分

室
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
清
田
武
重

▽
直
入
支
所
産
業
建
設
課
長
（
直
入
総

合
支
所
建
設
課
長
）
吉
野
修
一
▽
教
育

委
員
会
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入

海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）
後
藤
信
市
▽
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直

入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
産
業
建
設
部

農
林
畜
産
課
長
）
佐
々
木
成
二
▽
教
育

委
員
会
歴
史
資
料
館
長
兼
文
化
財
課
長

兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
務

企
画
部
税
務
課
参
事
兼
管
理
係
長
）
工

藤
省
治
▽
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
長

兼
文
化
会
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長

（
久
住
総
合
支
所
産
業
課
長
）
荒
牧
真

一
▽
教
育
委
員
会
竹
田
中
央
学
校
給
食

共
同
調
理
場
長
兼
久
住
・
直
入
学
校
給

食
共
同
調
理
場
長
（
直
入
総
合
支
所
産

業
課
長
）
志
賀
義
治
▽
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
）

吉
岡
幸
二
▽
議
会
事
務
局
長
（
総
務
企

画
部
長
）
後
藤
栄
三
▽
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
久
住
総
合
支
所
建
設
課
長
）

佐
藤
正

■
課
長
補
佐

▽
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長
（
産
業
建

設
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光

係
長
）
林
寿
徳
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
（
荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長

補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
次

長
）
吉
良
喜
久
男
▽
竹
田
保
育
所
長

（
市
民
福
祉
部
竹
田
保
育
所
次
長
）
佐

藤
美
紀
▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐

（
産
業
建
設
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課

長
補
佐
）
菊
池
仁
志
▽
荻
保
育
所
長

（
市
民
福
祉
部
荻
保
育
所
保
育
係
長
）

後
藤
久
美
子
▽
荻
支
所
市
民
生
活
課
長

補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
次
長

（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼

荻
保
育
所
長
兼
柏
原
保
育
所
長
）
阿
南

光
記
▽
荻
支
所
産
業
建
設
課
長
補
佐

（
市
民
福
祉
部
環
境
衛
生
課
長
補
佐
兼

環
境
衛
生
係
長
）
立
川
昌
男

■
係　

長

▽
総
務
課
付
係
長
（
総
務
企
画
部
総
務

課
消
防
交
通
係
長
）
岩
本
郁
▽
荻
保
育

所
保
育
係
長
（
市
民
福
祉
部
荻
保
育

所
）
赤
木
真
由
美
▽
農
政
課
畜
産
振
興

室
係
長
（
産
業
建
設
部
農
林
畜
産
課
畜

産
係
長
）
森
正
治
▽
農
政
課
畜
産
振
興

室
係
長
（
産
業
建
設
部
畜
産
セ
ン
タ
ー

振
興
課
係
長
）
古
荘
弘
幸
▽
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
（
総
務

企
画
部
国
体
推
進
室
国
体
推
進
係
長
）

工
藤
英
信
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

直
入
教
育
係
長
兼
直
入
公
民
館
長
兼
直

入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
）

後
藤
光
博

■
一　

般

▽
総
務
課
（
総
務
企
画
部
総
務
課
付
・

大
分
県
派
遣
）
大
窪
孝
幸
▽
総
務
課

（
総
務
企
画
部
税
務
課
）
後
藤
孝
介
▽

総
務
課
（
総
務
企
画
部
国
体
推
進
室
）

丸
小
野
真
紀
▽
総
務
課
付
・
大
分
県
派

遣
（
産
業
建
設
部
建
設
課
）
井
手
勝
隆

▽
企
画
情
報
課
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
）
森
田
康
之
▽
企
画
情
報
課
（
総

務
企
画
部
税
務
課
）
工
藤
健
▽
税
務
課

（
議
会
事
務
局
）
大
塚
聡
子
▽
竹
田
保

育
所
（
市
民
福
祉
部
白
丹
保
育
所
）
福

澤
知
子
▽
竹
田
保
育
所
（
市
民
福
祉
部

柏
原
保
育
所
）
繁
野
加
奈
▽
荻
保
育
所

（
市
民
福
祉
部
柏
原
保
育
所
）
堀
留
里

子
▽
荻
保
育
所
（
市
民
福
祉
部
養
護
老

人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
原
田
孝
美
▽
白
丹

保
育
所
（
市
民
福
祉
部
竹
田
保
育
所
）

吉
野
由
希
子
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山

荘
（
市
民
福
祉
部
荻
保
育
所
）
菅
幸
子

▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
（
産
業
建
設
部

農
林
畜
産
課
）
佐
藤
正
見
▽
建
設
課

（
水
道
課
）
大
塚
幸
治
▽
荻
支
所
市
民

生
活
課
（
市
民
福
祉
部
市
民
課
）
羽
田

野
京
子
▽
久
住
支
所
産
業
建
設
課
（
農

業
委
員
会
事
務
局
）
井
上
久
憲
▽
教
育

委
員
会
総
務
課
（
産
業
建
設
部
建
設

課
）
河
野
貴
憲
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
総
務
企
画
部
総
務
課
）
吉
野
文

浩
▽
会
計
課
（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

武
内
恵
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
総
務
課
）
羽
田
野
亘
▽
水
道
課

（
産
業
建
設
部
建
設
課
）
安
藤
信
次
▽

総
務
課
兼
行
政
改
革
推
進
室
（
大
分

県
）
二
宮
克
彦
▽
大
分
県
（
総
務
企
画

部
総
務
課
兼
行
政
改
革
推
進
室
）
十
部

功□
平
成
21
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
木
部
幸
義
（
市
民
福
祉
部
長
）
▽
舩

越
武
典
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▽
梶
原
光
（
教
育
次
長
）
▽
木
村
信
義

（
議
会
事
務
局
長
）
▽
穴
見
一
男
（
荻

総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻

分
室
長
）
▽
古
荘
益
美
（
久
住
総
合
支

所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
久
住
分
室

長
）
▽
佐
々
木
周
二
（
直
入
総
合
支
所

商
工
観
光
課
長
）
▽
井
徹
治
（
教
育
委

員
会
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
）
▽
吉
野

恭
博
（
教
育
委
員
会
歴
史
資
料
館
長
兼

文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▽
倉
原
準
一
（
教
育
委
員
会
中

央
公
民
館
長
兼
文
化
会
館
長
兼
佐
藤
義

美
記
念
館
長
兼
荻
公
民
館
長
・
柏
原
公

民
館
長
・
久
住
公
民
館
長
・
白
丹
公
民

館
長
・
都
野
公
民
館
長
・
直
入
公
民
館

長
）
▽
塩
谷
寛
（
教
育
委
員
会
竹
田
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
・

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
▽
石

井
と
も
子
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所

次
長
兼
竹
田
保
育
所
長
）
▽
後
藤
正
子

（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼

市
民
福
祉
部
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補

佐
）
▽
佐
藤
孝
幸
（
荻
総
合
支
所
建
設

課
長
補
佐
）
▽
楢
木
野
康
雄
（
久
住
総

合
支
所
産
業
課
長
補
佐
）
▽
松
尾
芳
文

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼

直
入
教
育
係
長
兼
直
入
公
民
館
次
長
兼

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
）
▽

柳
井
文
紀
子
（
教
育
委
員
会
文
化
財
課

長
補
佐
）
▽
酒
井
基
幸
（
総
務
企
画
部

総
務
課
）
▽
吉
良
山
純
子
（
市
民
福
祉

部
保
険
課
）
▽
甲
斐
要
子
（
市
民
福
祉

部
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
▽
後
藤

茂
子
（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）

□
平
成
21
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
工
藤
心
平
（
税
務
課
）
▽
橋
爪
美
紀

（
市
民
課
）
▽
森
崎
訓
佳
（
福
祉
事
務

所
）
▽
舞
潤
一
（
建
設
課
）
▽
田
部
貴

之
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
４
月
１
日
付
（ 

）
内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
長
・
任
消
防
司
令
長
（
国
体
推

進
監
）
阿
南
正
治
▽
消
防
本
部
次
長
兼

庶
務
課
長
・
消
防
司
令
（
庶
務
課
長
）

児
玉
淳
一

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
任
消
防
司
令
・
警
防
課
長
補
佐
兼
警

防
係
長　

田
北
栄
治
▽
庶
務
課
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
・
無
線
共
同
化
調
整
担
当

〈
任
消
防
司
令
〉
（
当
直
副
司
令
〈
消

防
・
通
信
〉
兼
予
防
指
導
係
長
・
無
線

共
同
化
調
整
担
当
）
後
藤
清
▽
庶
務
課

長
補
佐
兼
経
理
係
長
〈
任
消
防
司
令
〉

（
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
麻
生

章
治

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
庶
務
課
消
防
団
係
長
・
消
防
司
令
補

（
庶
務
課
経
理
係
長
）
山
村
俊
治

■
消
防
本
部
・
一
般

▽
庶
務
課
消
防
団
係
・
消
防
副
士
長

（
消
防
署
通
信
係
兼
予
防
指
導
係
）
井

野
隆
一

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
・

消
防
司
令
（
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
司

令
〈
救
急
・
救
助
〉
）
吉
野
清
二
▽
消

防
署
副
署
長
兼
久
住
分
署
長
・
消
防
司

令
（
久
住
分
署
長
）
河
辺
和
義
▽
消
防

署
副
署
長
兼
当
直
司
令
〈
救
急
・
救

助
〉
・
消
防
司
令
（
当
直
司
令
〈
消

防
・
通
信
〉
）
浅
倉
彰
一

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
当
直
司
令
〈
消
防
・
通
信
〉
任
消
防

司
令
（
久
住
分
署
長
代
理
兼
消
防
係

長
）
佐
藤
一
喜
▽
当
直
司
令
〈
調
査
・

装
備
〉
任
消
防
司
令
（
消
防
署
当
直
副

司
令
〈
救
急
・
救
助
・
救
助
担
当
〉
）

那
須
充
▽
久
住
分
署
長
代
理
兼
消
防
係

長
・
任
消
防
司
令
（
当
直
副
司
令
〈
調

査
・
装
備
〉
兼
調
査
第
一
係
長
）
首
藤

法
文
▽
当
直
副
司
令
〈
消
防
・
通
信
〉

兼
通
信
第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
通

信
第
一
係
長
）
佐
藤
幸
人
▽
当
直
副
司

令
〈
救
急
・
救
助
・
救
急
担
当
〉
・
消

防
司
令
補
（
救
急
第
一
係
長
）
田
北
久

己
▽
当
直
副
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉
兼

調
査
第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住

分
署
指
導
係
長
）
斉
藤
正
憲

■
消
防
署
・
係
長

▽
久
住
分
署
指
導
係
長
・
消
防
司
令
補

（
救
急
第
二
係
長
）
倉
橋
英
信
▽
救
急

第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署

救
急
係
長
）
金
丸
正
三
▽
予
防
指
導
係

長
・
消
防
司
令
補
（
総
務
課
消
防
交
通

係
）
佐
藤
道
章
▽
久
住
分
署
救
急
係

長
・
消
防
司
令
補
（
救
急
係
兼
消
防

係
）
志
賀
和
吉
▽
救
急
第
二
係
長
・
消

防
司
令
補
（
久
住
分
署
救
急
係
）
佐
藤

浩
和

■
消
防
署
・
一
般

▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
署
救

急
係
兼
警
防
係
）
中
村
良
太
▽
任
消
防

士
長
・
久
住
分
署
救
急
係　

内
那
洋
介

▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
消

防
本
部
庶
務
課
付
）
後
藤
章
八
▽
消
防

署
通
信
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署

指
導
係
）
内
川
大
地
▽
消
防
署
救
急

係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
消
防

係
）
井
淳
一
郎
▽
久
住
分
署
・
消
防
副

士
長
（
消
防
署
通
信
係
兼
経
理
係
）
菅

新
司
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
（
消
防
署

救
助
係
兼
調
査
係
）
後
藤
健
介
▽
消
防

署
救
助
係
・
消
防
士
（
消
防
本
部
庶
務

課
付
）
釘
宮
翔
太
▽
消
防
署
救
助
係
・

消
防
士
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
）
吉
野

智
博

□
平
成
21
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
見
増
正
幸
（
消
防
長
）
▽
真
田
照
幸

（
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
）

▽
吉
野
孝
正
（
当
直
司
令
〈
調
査
・
装

備
〉
）

□
平
成
21
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
阿
南
健
二
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部

庶
務
課
付
）
▽
古
澤
淳
士
（
任
消
防

士
・
消
防
本
部
庶
務
課
付
）

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
12
月
ま

で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び

各
委
員
会
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
市
民
課

　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
財
政
課

　

財
政
基
盤
安
定
型
に
沿
っ
た
行
財
政

改
革
の
執
行
に
努
力
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

土
地
開
発
基
金
の
整
理
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
法
令
と
の
整
合
性
及
び
担
当

課
と
の
十
分
な
協
議
等
を
行
い
処
理
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
福
祉
事
務
所

　

補
助
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

事
業
の
要
項
等
の
把
握
を
徹
底
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

保
育
所
等
の
事
務
決
裁
に
関
し
て
は
職

場
状
況
を
十
分
に
把
握
し
て
、
処
理
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
工
事
検
査
課

　

協
議
・
調
整
が
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

■
税
務
課

  

公
平
・
公
正
な
税
の
執
行
に
心
が
け
、

引
き
続
き
税
収
の
確
保
に
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
会
計
課

　

金
融
危
機
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、

ペ
イ
オ
フ
・
基
金
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
引
き
続
き
努

力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
環
境
衛
生
課

　

ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
広
報
等
で
の
周
知

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
健
康
増
進
課

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
予
防
の
周
知
徹
底
を

図
り
、
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

  

市
民
の
健
康
増
進
に
対
す
る
相
談
窓

口
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
議
会
事
務
局

　

個
人
情
報
に
関
す
る
書
類
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
農
業
委
員
会

  
和
解
の
仲
介
処
理
に
つ
い
て
は
、
市

民
へ
の
啓
発
の
観
点
か
ら
助
言
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

　

食
の
安
全
に
注
意
し
、
引
き
続
き
お

い
し
い
食
事
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

　

本
庁
方
式
へ
の
移
行
に
伴
う
事
務
分

掌
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
と
十
分
協
議

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
温
泉
施
設
「
花
水
月
」

　

公
衆
衛
生
上
の
管
理
の
徹
底
に
、
引

き
続
き
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

■
総
務
課
・
学
校
教
育
指
導
室

　

児
童
・
生
徒
の
相
談
業
務
に
つ
い
て

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
を
通
じ
た
複

合
的
で
幅
広
い
活
動
の
充
実
を
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

学
校
の
統
合
に
伴
う
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
十
分
協
議
し
て
活
用
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
文
化
財
課

　

史
跡
岡
城
跡
保
存
事
業
の
効
果
的
な

活
用
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
む

よ
う
要
望
す
る
。

■
歴
史
資
料
館

　

美
術
品
及
び
資
料
等
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
資
料
館
協
議
会
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

資
料
館
は
、
市
民
文
化
活
動
の
展
示

も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
充
実
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

●
お
問
い
合
せ

　

監
査
事
務
局

　

☎
63‐

４
８
１
９

監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　
　
　

本
田　

耕
一

　
　
　

大
塚　

 

廣

教
育
委
員
会
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竹
田
市
人
事
異
動

【
４
月
１
日
付
（  

）
内
は
旧
役
職
】

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日

付
人
事
異
動
の
内
示
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
に
竹
田
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
行
政
組
織
の
変
更
に
伴
う

体
制
の
整
備
と
、
退
職
者
の
補
充
を
中

心
と
し
た
人
事
異
動
と
し
て
、
必
要
最

小
限
の
異
動
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
組
織
変
更
に
伴
う
読
み
替
え

　

平
成
21
年
度
の
行
政
組
織
変
更
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
20
年
度
旧
所
属
を
21

年
度
新
所
属
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
部
制
を
廃
止
し
、
課
制
に
移
行
す
る

た
め
、
21
年
度
は
総
務
企
画
部
、
市

民
福
祉
部
、
産
業
建
設
部
の
所
属
は

な
い
。

◎
荻
・
久
住
・
直
入
の
各
総
合
支
所
の

所
属
は
、
各
支
所
の
所
属
と
読
み
替

え
る
。

◎
組
織
の
改
称
に
よ
り
、
農
林
畜
産
課

を
農
政
課
、
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課

を
農
政
課
畜
産
振
興
室
、
総
合
支
所

地
域
振
興
課
を
支
所
市
民
生
活
課
、

総
合
支
所
産
業
課
・
建
設
課
・
商
工

観
光
課
を
支
所
産
業
建
設
課
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
指
導
室
を
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
と
読
み
替
え
る
。

■
課　

長

▽
企
画
情
報
課
参
事
兼
竹
田
温
泉
花
水

月
館
長
（
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
参

事
兼
国
体
推
進
室
長
）
薮
亀
洋
一
▽
福

祉
事
務
所
参
事
・
竹
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
派
遣
（
市
民
福
祉
部
付
参
事
・
竹

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
後
藤
隆

裕
▽
保
険
課
長
・
兼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
長
（
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課

参
事
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長
）
佐
伯

次
人
▽
農
政
課
長
（
産
業
建
設
部
農
林

整
備
課
長
）
菅
孝
司
▽
農
政
課
参
事
兼

畜
産
振
興
室
長
（
産
業
建
設
部
畜
産
セ

ン
タ
ー
振
興
課
長
）
伏
田
誠
一
▽
農
林

整
備
課
長
（
産
業
建
設
部
建
設
課
長
）

菊
池
二
郎
▽
商
工
観
光
課
付
課
長
・
竹

田
研
究
所
長
（
産
業
建
設
部
長
）
河
野

通
友
▽
建
設
課
長
（
産
業
建
設
部
工
事

検
査
課
長
）
高
本
可
直
▽
工
事
検
査
課

長
（
産
業
建
設
部
建
設
課
参
事
兼
道
路

管
理
係
長
）
工
藤
義
彦
▽
荻
支
所
長

（
荻
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長
）
菅
良
二

▽
荻
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻

分
室
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長

（
荻
総
合
支
所
建
設
課
長
）
内
田
賢
一

▽
荻
支
所
産
業
建
設
課
長
（
荻
総
合
支

所
産
業
課
長
）
後
藤
昭
一
▽
久
住
支
所

長
（
久
住
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
）

本
郷
俊
一
▽
久
住
支
所
市
民
生
活
課
長

兼
会
計
課
久
住
分
室
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
久
住
支
局
長
（
久
住
総
合
支
所
商

工
観
光
課
長
）
工
藤
久
憲
▽
久
住
支
所

産
業
建
設
課
長
（
直
入
総
合
支
所
市
民

生
活
課
長
兼
会
計
課
直
入
分
室
長
）
麻

生
宗
洋
▽
直
入
支
所
長
（
直
入
総
合
支

所
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
直
入
支
局
長
）
佐
藤
英
俊
▽
直
入

支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
直
入
分

室
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
清
田
武
重

▽
直
入
支
所
産
業
建
設
課
長
（
直
入
総

合
支
所
建
設
課
長
）
吉
野
修
一
▽
教
育

委
員
会
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入

海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）
後
藤
信
市
▽
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直

入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
産
業
建
設
部

農
林
畜
産
課
長
）
佐
々
木
成
二
▽
教
育

委
員
会
歴
史
資
料
館
長
兼
文
化
財
課
長

兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
（
総
務

企
画
部
税
務
課
参
事
兼
管
理
係
長
）
工

藤
省
治
▽
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
長

兼
文
化
会
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長

（
久
住
総
合
支
所
産
業
課
長
）
荒
牧
真

一
▽
教
育
委
員
会
竹
田
中
央
学
校
給
食

共
同
調
理
場
長
兼
久
住
・
直
入
学
校
給

食
共
同
調
理
場
長
（
直
入
総
合
支
所
産

業
課
長
）
志
賀
義
治
▽
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
）

吉
岡
幸
二
▽
議
会
事
務
局
長
（
総
務
企

画
部
長
）
後
藤
栄
三
▽
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
久
住
総
合
支
所
建
設
課
長
）

佐
藤
正

■
課
長
補
佐

▽
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長
（
産
業
建

設
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光

係
長
）
林
寿
徳
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
（
荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長

補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
次

長
）
吉
良
喜
久
男
▽
竹
田
保
育
所
長

（
市
民
福
祉
部
竹
田
保
育
所
次
長
）
佐

藤
美
紀
▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐

（
産
業
建
設
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
振
興
課

長
補
佐
）
菊
池
仁
志
▽
荻
保
育
所
長

（
市
民
福
祉
部
荻
保
育
所
保
育
係
長
）

後
藤
久
美
子
▽
荻
支
所
市
民
生
活
課
長

補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
次
長

（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼

荻
保
育
所
長
兼
柏
原
保
育
所
長
）
阿
南

光
記
▽
荻
支
所
産
業
建
設
課
長
補
佐

（
市
民
福
祉
部
環
境
衛
生
課
長
補
佐
兼

環
境
衛
生
係
長
）
立
川
昌
男

■
係　

長

▽
総
務
課
付
係
長
（
総
務
企
画
部
総
務

課
消
防
交
通
係
長
）
岩
本
郁
▽
荻
保
育

所
保
育
係
長
（
市
民
福
祉
部
荻
保
育

所
）
赤
木
真
由
美
▽
農
政
課
畜
産
振
興

室
係
長
（
産
業
建
設
部
農
林
畜
産
課
畜

産
係
長
）
森
正
治
▽
農
政
課
畜
産
振
興

室
係
長
（
産
業
建
設
部
畜
産
セ
ン
タ
ー

振
興
課
係
長
）
古
荘
弘
幸
▽
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
（
総
務

企
画
部
国
体
推
進
室
国
体
推
進
係
長
）

工
藤
英
信
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

直
入
教
育
係
長
兼
直
入
公
民
館
長
兼
直

入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
）

後
藤
光
博

■
一　

般

▽
総
務
課
（
総
務
企
画
部
総
務
課
付
・

大
分
県
派
遣
）
大
窪
孝
幸
▽
総
務
課

（
総
務
企
画
部
税
務
課
）
後
藤
孝
介
▽

総
務
課
（
総
務
企
画
部
国
体
推
進
室
）

丸
小
野
真
紀
▽
総
務
課
付
・
大
分
県
派

遣
（
産
業
建
設
部
建
設
課
）
井
手
勝
隆

▽
企
画
情
報
課
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
）
森
田
康
之
▽
企
画
情
報
課
（
総

務
企
画
部
税
務
課
）
工
藤
健
▽
税
務
課

（
議
会
事
務
局
）
大
塚
聡
子
▽
竹
田
保

育
所
（
市
民
福
祉
部
白
丹
保
育
所
）
福

澤
知
子
▽
竹
田
保
育
所
（
市
民
福
祉
部

柏
原
保
育
所
）
繁
野
加
奈
▽
荻
保
育
所

（
市
民
福
祉
部
柏
原
保
育
所
）
堀
留
里

子
▽
荻
保
育
所
（
市
民
福
祉
部
養
護
老

人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
原
田
孝
美
▽
白
丹

保
育
所
（
市
民
福
祉
部
竹
田
保
育
所
）

吉
野
由
希
子
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山

荘
（
市
民
福
祉
部
荻
保
育
所
）
菅
幸
子

▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
（
産
業
建
設
部

農
林
畜
産
課
）
佐
藤
正
見
▽
建
設
課

（
水
道
課
）
大
塚
幸
治
▽
荻
支
所
市
民

生
活
課
（
市
民
福
祉
部
市
民
課
）
羽
田

野
京
子
▽
久
住
支
所
産
業
建
設
課
（
農

業
委
員
会
事
務
局
）
井
上
久
憲
▽
教
育

委
員
会
総
務
課
（
産
業
建
設
部
建
設

課
）
河
野
貴
憲
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
総
務
企
画
部
総
務
課
）
吉
野
文

浩
▽
会
計
課
（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

武
内
恵
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
総
務
課
）
羽
田
野
亘
▽
水
道
課

（
産
業
建
設
部
建
設
課
）
安
藤
信
次
▽

総
務
課
兼
行
政
改
革
推
進
室
（
大
分

県
）
二
宮
克
彦
▽
大
分
県
（
総
務
企
画

部
総
務
課
兼
行
政
改
革
推
進
室
）
十
部

功□
平
成
21
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
木
部
幸
義
（
市
民
福
祉
部
長
）
▽
舩

越
武
典
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▽
梶
原
光
（
教
育
次
長
）
▽
木
村
信
義

（
議
会
事
務
局
長
）
▽
穴
見
一
男
（
荻

総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻

分
室
長
）
▽
古
荘
益
美
（
久
住
総
合
支

所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
久
住
分
室

長
）
▽
佐
々
木
周
二
（
直
入
総
合
支
所

商
工
観
光
課
長
）
▽
井
徹
治
（
教
育
委

員
会
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
）
▽
吉
野

恭
博
（
教
育
委
員
会
歴
史
資
料
館
長
兼

文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▽
倉
原
準
一
（
教
育
委
員
会
中

央
公
民
館
長
兼
文
化
会
館
長
兼
佐
藤
義

美
記
念
館
長
兼
荻
公
民
館
長
・
柏
原
公

民
館
長
・
久
住
公
民
館
長
・
白
丹
公
民

館
長
・
都
野
公
民
館
長
・
直
入
公
民
館

長
）
▽
塩
谷
寛
（
教
育
委
員
会
竹
田
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
・

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
▽
石

井
と
も
子
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所

次
長
兼
竹
田
保
育
所
長
）
▽
後
藤
正
子

（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼

市
民
福
祉
部
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補

佐
）
▽
佐
藤
孝
幸
（
荻
総
合
支
所
建
設

課
長
補
佐
）
▽
楢
木
野
康
雄
（
久
住
総

合
支
所
産
業
課
長
補
佐
）
▽
松
尾
芳
文

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼

直
入
教
育
係
長
兼
直
入
公
民
館
次
長
兼

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
）
▽

柳
井
文
紀
子
（
教
育
委
員
会
文
化
財
課

長
補
佐
）
▽
酒
井
基
幸
（
総
務
企
画
部

総
務
課
）
▽
吉
良
山
純
子
（
市
民
福
祉

部
保
険
課
）
▽
甲
斐
要
子
（
市
民
福
祉

部
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
▽
後
藤

茂
子
（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）

□
平
成
21
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
工
藤
心
平
（
税
務
課
）
▽
橋
爪
美
紀

（
市
民
課
）
▽
森
崎
訓
佳
（
福
祉
事
務

所
）
▽
舞
潤
一
（
建
設
課
）
▽
田
部
貴

之
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
４
月
１
日
付
（ 

）
内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
長
・
任
消
防
司
令
長
（
国
体
推

進
監
）
阿
南
正
治
▽
消
防
本
部
次
長
兼

庶
務
課
長
・
消
防
司
令
（
庶
務
課
長
）

児
玉
淳
一

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
任
消
防
司
令
・
警
防
課
長
補
佐
兼
警

防
係
長　

田
北
栄
治
▽
庶
務
課
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
・
無
線
共
同
化
調
整
担
当

〈
任
消
防
司
令
〉
（
当
直
副
司
令
〈
消

防
・
通
信
〉
兼
予
防
指
導
係
長
・
無
線

共
同
化
調
整
担
当
）
後
藤
清
▽
庶
務
課

長
補
佐
兼
経
理
係
長
〈
任
消
防
司
令
〉

（
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
麻
生

章
治

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
庶
務
課
消
防
団
係
長
・
消
防
司
令
補

（
庶
務
課
経
理
係
長
）
山
村
俊
治

■
消
防
本
部
・
一
般

▽
庶
務
課
消
防
団
係
・
消
防
副
士
長

（
消
防
署
通
信
係
兼
予
防
指
導
係
）
井

野
隆
一

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
・

消
防
司
令
（
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
司

令
〈
救
急
・
救
助
〉
）
吉
野
清
二
▽
消

防
署
副
署
長
兼
久
住
分
署
長
・
消
防
司

令
（
久
住
分
署
長
）
河
辺
和
義
▽
消
防

署
副
署
長
兼
当
直
司
令
〈
救
急
・
救

助
〉
・
消
防
司
令
（
当
直
司
令
〈
消

防
・
通
信
〉
）
浅
倉
彰
一

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
当
直
司
令
〈
消
防
・
通
信
〉
任
消
防

司
令
（
久
住
分
署
長
代
理
兼
消
防
係

長
）
佐
藤
一
喜
▽
当
直
司
令
〈
調
査
・

装
備
〉
任
消
防
司
令
（
消
防
署
当
直
副

司
令
〈
救
急
・
救
助
・
救
助
担
当
〉
）

那
須
充
▽
久
住
分
署
長
代
理
兼
消
防
係

長
・
任
消
防
司
令
（
当
直
副
司
令
〈
調

査
・
装
備
〉
兼
調
査
第
一
係
長
）
首
藤

法
文
▽
当
直
副
司
令
〈
消
防
・
通
信
〉

兼
通
信
第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
通

信
第
一
係
長
）
佐
藤
幸
人
▽
当
直
副
司

令
〈
救
急
・
救
助
・
救
急
担
当
〉
・
消

防
司
令
補
（
救
急
第
一
係
長
）
田
北
久

己
▽
当
直
副
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉
兼

調
査
第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住

分
署
指
導
係
長
）
斉
藤
正
憲

■
消
防
署
・
係
長

▽
久
住
分
署
指
導
係
長
・
消
防
司
令
補

（
救
急
第
二
係
長
）
倉
橋
英
信
▽
救
急

第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署

救
急
係
長
）
金
丸
正
三
▽
予
防
指
導
係

長
・
消
防
司
令
補
（
総
務
課
消
防
交
通

係
）
佐
藤
道
章
▽
久
住
分
署
救
急
係

長
・
消
防
司
令
補
（
救
急
係
兼
消
防

係
）
志
賀
和
吉
▽
救
急
第
二
係
長
・
消

防
司
令
補
（
久
住
分
署
救
急
係
）
佐
藤

浩
和

■
消
防
署
・
一
般

▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長
（
消
防
署
救

急
係
兼
警
防
係
）
中
村
良
太
▽
任
消
防

士
長
・
久
住
分
署
救
急
係　

内
那
洋
介

▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
消

防
本
部
庶
務
課
付
）
後
藤
章
八
▽
消
防

署
通
信
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署

指
導
係
）
内
川
大
地
▽
消
防
署
救
急

係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
消
防

係
）
井
淳
一
郎
▽
久
住
分
署
・
消
防
副

士
長
（
消
防
署
通
信
係
兼
経
理
係
）
菅

新
司
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
（
消
防
署

救
助
係
兼
調
査
係
）
後
藤
健
介
▽
消
防

署
救
助
係
・
消
防
士
（
消
防
本
部
庶
務

課
付
）
釘
宮
翔
太
▽
消
防
署
救
助
係
・

消
防
士
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
）
吉
野

智
博

□
平
成
21
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
見
増
正
幸
（
消
防
長
）
▽
真
田
照
幸

（
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
）

▽
吉
野
孝
正
（
当
直
司
令
〈
調
査
・
装

備
〉
）

□
平
成
21
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
阿
南
健
二
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部

庶
務
課
付
）
▽
古
澤
淳
士
（
任
消
防

士
・
消
防
本
部
庶
務
課
付
）

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
12
月
ま

で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び

各
委
員
会
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
市
民
課

　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
財
政
課

　

財
政
基
盤
安
定
型
に
沿
っ
た
行
財
政

改
革
の
執
行
に
努
力
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

土
地
開
発
基
金
の
整
理
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
法
令
と
の
整
合
性
及
び
担
当

課
と
の
十
分
な
協
議
等
を
行
い
処
理
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
福
祉
事
務
所

　

補
助
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

事
業
の
要
項
等
の
把
握
を
徹
底
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

保
育
所
等
の
事
務
決
裁
に
関
し
て
は
職

場
状
況
を
十
分
に
把
握
し
て
、
処
理
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
工
事
検
査
課

　

協
議
・
調
整
が
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

■
税
務
課

  

公
平
・
公
正
な
税
の
執
行
に
心
が
け
、

引
き
続
き
税
収
の
確
保
に
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
会
計
課

　

金
融
危
機
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、

ペ
イ
オ
フ
・
基
金
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
引
き
続
き
努

力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
環
境
衛
生
課

　

ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
広
報
等
で
の
周
知

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
健
康
増
進
課

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
予
防
の
周
知
徹
底
を

図
り
、
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

  

市
民
の
健
康
増
進
に
対
す
る
相
談
窓

口
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
議
会
事
務
局

　

個
人
情
報
に
関
す
る
書
類
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
農
業
委
員
会

  

和
解
の
仲
介
処
理
に
つ
い
て
は
、
市

民
へ
の
啓
発
の
観
点
か
ら
助
言
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

　

食
の
安
全
に
注
意
し
、
引
き
続
き
お

い
し
い
食
事
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

　

本
庁
方
式
へ
の
移
行
に
伴
う
事
務
分

掌
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
と
十
分
協
議

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
温
泉
施
設
「
花
水
月
」

　

公
衆
衛
生
上
の
管
理
の
徹
底
に
、
引

き
続
き
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

■
総
務
課
・
学
校
教
育
指
導
室

　

児
童
・
生
徒
の
相
談
業
務
に
つ
い
て

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
を
通
じ
た
複

合
的
で
幅
広
い
活
動
の
充
実
を
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

学
校
の
統
合
に
伴
う
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
十
分
協
議
し
て
活
用
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
文
化
財
課

　

史
跡
岡
城
跡
保
存
事
業
の
効
果
的
な

活
用
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
む

よ
う
要
望
す
る
。

■
歴
史
資
料
館

　

美
術
品
及
び
資
料
等
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
資
料
館
協
議
会
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

資
料
館
は
、
市
民
文
化
活
動
の
展
示

も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
充
実
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

●
お
問
い
合
せ

　

監
査
事
務
局

　

☎
63‐

４
８
１
９

監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　
　
　

本
田　

耕
一

　
　
　

大
塚　

 

廣

教
育
委
員
会
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地
域
で
暮
ら
す
、
働
く
喜
び

　

精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
と

就
労
を
考
え
る
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
２
月
24
日
に
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

三
城
大
介
別
府
大
学
准
教
授
の

講
演
や
活
動
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

万
一
の
火
災
に
備
え
て

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始

ま
っ
た
３
月
１
日
、
竹
田
市
消
防

団
竹
田
方
面
隊
第
４
分
団
に
よ
る

林
野
火
災
防
御
訓
練
が
宮
砥
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
竹
田
市
消
防
団
荻

方
面
隊
に
よ
る
模
擬
火
災
訓
練
も

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

親
し
ま
れ
続
け
て
３
０
０
年

　

長
湯
温
泉
で
は
、
守
護
神
で
あ

る
天
満
神
社
の
薬
師
堂
建
立
３
０

０
年
を
記
念
し
て
「
開
湯
三
百
年

記
念
祭
」
を
７
月
27
日
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、
温
泉
供

養
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
水
の
里
に
１
，
６
０
０
人

　

第
22
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
３
月
１
日
に
行
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
で
最
も
多
い
１
，
６
３
５

人
が
参
加
し
、
各
種
目
ご
と
に
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
豊
か
な
自
然
と
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら

走
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳

　

竹
田
市
で
は
１
０
０
歳
の
お
誕

生
日
を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お
祝

い
を
述
べ
、
記
念
品
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。

　

２
月
27
日
に
岩
下
チ
ミ
子
さ
ん

（
梅
の
木
）
が
、
１
０
０
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

講演をする三城准教授

竹田方面隊第 4分団

荻方面隊

リバーホーストレッキングフル・ハーフマラソンには約 1,000 人が参加

元気な笑顔の岩下さん

子
ど
も
た
ち
が
お
点
前
を
披
露

　

竹
田
こ
ど
も
茶
道
教
室
の
発
表

会「
ひ
な
祭
り
茶
会
」が
、
３
月
１

日
に
旧
竹
田
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
か
ら
中
学
生
ま
で
14
人

の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
月
２
回
重

ね
て
き
た
稽
古
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

緊張した表情でお点前を披露

法
人
設
立
で
農
業
の
振
興
を

　
「
上
畑
フ
ァ
ミ
リ
ー
」（
宮
城
地

区
）、「
フ
ァ
ー
ム
仏
面
」（
柏
原

地
区
）、「
く
ら
き
」（
嫗
岳
地
区
）

の
３
農
事
組
合
法
人
が
相
次
い
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
法
人
と
も
農
地
を
守
り
、
よ

り
一
層
の
農
業
の
振
興
と
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

「くらき」設立総会

15 2009年４月発行

暖
か
い
日
差
し
の
中
で
流
し
雛

　

第
11
回
岡
藩
城
下
町
ひ
な
祭
り

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
流
し
雛
」
が
、

３
月
16
日
に
竹
田
橋
下
の
稲
葉
川

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
幼
稚
園
、
し
ら
ゆ
り
幼
稚

園
、
竹
田
保
育
所
の
園
児
約
１
０

０
名
が
竹
に
入
っ
た
紙
雛
を
川
に

流
し
ま
し
た
。

川に雛を流す園児たち

地
域
の
彫
刻
に
再
び
輝
き
を

　

３
月
20
日
、田
中
修
二
大
分
大
学

教
授
の
指
導
で
屋
外
彫
刻
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
学
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
本
庁
舎
前
の
朝
倉
文
夫
「
翼

（
翼
に
続
け
）」
の
メ
ン
テ
ン
ス
を

行
い
、
美
し
さ
と
輝
き
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。

茶
道
「
織
部
流
」
を
学
ぶ

　

竹
田
に
縁
の
あ
る
古
田
織
部
を

流
祖
と
す
る
茶
道
織
部
流
を
学
ぶ

織
部
茶
道
研
究
会（
島
靖
彦
代
表
）

が
、
３
月
21
日
に
茶
席
を
開
き
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
和
服
に
身
を
包
ん
だ

多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ
、
お
茶
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

丁寧に汚れを落とす参加者

創生館で行われた濃茶席

竹田保育所（3/2）

”ス
ペ
シ
ャ
ル
“な
竹
田
に

　

（社）
竹
田
法
人
会
の
社
団
化
20
周

年
記
念
講
演
会
が
３
月
７
日
に
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
元
宮
城
県
知
事
の
浅
野

史
郎
慶
應
義
塾
大
学
教
授
に
よ
る

「
地
方
か
ら
日
本
が
変
わ
る
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
と
歴
史
、先
人
の
知
恵
に

ふ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

水
土
里
の
路
・
歩
き
た
く
な
る

道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
音
無
井
路
大
会

が
３
月
８
日
に
開
か
れ
、
宮
砥
地

区
に
あ
る
緩
木
神
社
や
円
形
分
水

な
ど
を
巡
る
６
〜
20
㎞
の
３
つ
の

コ
ー
ス
に
約
２
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

”う
ん
ち
く
“で
再
発
見

　

竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
が
企

画
・
製
作
し
た
17
枚
の
「
う
ん
ち

く
絵
幕
」
が
完
成
し
、
３
月
８
日

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
幕
は
縦
２
・
３
ｍ
横
１
・
８

ｍ
で
、
歴
史
や
人
物
な
ど
の
”う

ん
ち
く
“と
版
画
や
イ
ラ
ス
ト
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

講演する浅野教授早春の山あいには梅の花もうんちく絵幕の除幕

元
気
に
防
火
を
呼
び
か
け　
　

竹
田
・
久
住
・
直
入
地
域
で
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
防
火
パ
レ
ー
ド
！

あさひケ丘保育園（3/2）

久住保育所（3/4）

なおいり保育園（3/6）
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地
域
で
暮
ら
す
、
働
く
喜
び

　

精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
と

就
労
を
考
え
る
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
２
月
24
日
に
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

三
城
大
介
別
府
大
学
准
教
授
の

講
演
や
活
動
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

万
一
の
火
災
に
備
え
て

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始

ま
っ
た
３
月
１
日
、
竹
田
市
消
防

団
竹
田
方
面
隊
第
４
分
団
に
よ
る

林
野
火
災
防
御
訓
練
が
宮
砥
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
竹
田
市
消
防
団
荻

方
面
隊
に
よ
る
模
擬
火
災
訓
練
も

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

親
し
ま
れ
続
け
て
３
０
０
年

　

長
湯
温
泉
で
は
、
守
護
神
で
あ

る
天
満
神
社
の
薬
師
堂
建
立
３
０

０
年
を
記
念
し
て
「
開
湯
三
百
年

記
念
祭
」
を
７
月
27
日
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

３
月
１
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、
温
泉
供

養
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
水
の
里
に
１
，
６
０
０
人

　

第
22
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
３
月
１
日
に
行
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
で
最
も
多
い
１
，
６
３
５

人
が
参
加
し
、
各
種
目
ご
と
に
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
豊
か
な
自
然
と
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら

走
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で
１
０
０
歳

　

竹
田
市
で
は
１
０
０
歳
の
お
誕

生
日
を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お
祝

い
を
述
べ
、
記
念
品
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。

　

２
月
27
日
に
岩
下
チ
ミ
子
さ
ん

（
梅
の
木
）
が
、
１
０
０
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

講演をする三城准教授

竹田方面隊第 4分団

荻方面隊

リバーホーストレッキングフル・ハーフマラソンには約 1,000 人が参加

元気な笑顔の岩下さん

子
ど
も
た
ち
が
お
点
前
を
披
露

　

竹
田
こ
ど
も
茶
道
教
室
の
発
表

会「
ひ
な
祭
り
茶
会
」が
、
３
月
１

日
に
旧
竹
田
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
か
ら
中
学
生
ま
で
14
人

の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
月
２
回
重

ね
て
き
た
稽
古
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

緊張した表情でお点前を披露

法
人
設
立
で
農
業
の
振
興
を

　
「
上
畑
フ
ァ
ミ
リ
ー
」（
宮
城
地

区
）、「
フ
ァ
ー
ム
仏
面
」（
柏
原

地
区
）、「
く
ら
き
」（
嫗
岳
地
区
）

の
３
農
事
組
合
法
人
が
相
次
い
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
法
人
と
も
農
地
を
守
り
、
よ

り
一
層
の
農
業
の
振
興
と
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

「くらき」設立総会
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暖
か
い
日
差
し
の
中
で
流
し
雛

　

第
11
回
岡
藩
城
下
町
ひ
な
祭
り

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
流
し
雛
」
が
、

３
月
16
日
に
竹
田
橋
下
の
稲
葉
川

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
幼
稚
園
、
し
ら
ゆ
り
幼
稚

園
、
竹
田
保
育
所
の
園
児
約
１
０

０
名
が
竹
に
入
っ
た
紙
雛
を
川
に

流
し
ま
し
た
。

川に雛を流す園児たち

地
域
の
彫
刻
に
再
び
輝
き
を

　

３
月
20
日
、田
中
修
二
大
分
大
学

教
授
の
指
導
で
屋
外
彫
刻
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
学
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
本
庁
舎
前
の
朝
倉
文
夫
「
翼

（
翼
に
続
け
）」
の
メ
ン
テ
ン
ス
を

行
い
、
美
し
さ
と
輝
き
を
取
り
戻

し
ま
し
た
。

茶
道
「
織
部
流
」
を
学
ぶ

　

竹
田
に
縁
の
あ
る
古
田
織
部
を

流
祖
と
す
る
茶
道
織
部
流
を
学
ぶ

織
部
茶
道
研
究
会（
島
靖
彦
代
表
）

が
、
３
月
21
日
に
茶
席
を
開
き
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
和
服
に
身
を
包
ん
だ

多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ
、
お
茶
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

丁寧に汚れを落とす参加者

創生館で行われた濃茶席

竹田保育所（3/2）

”ス
ペ
シ
ャ
ル
“な
竹
田
に

　

（社）
竹
田
法
人
会
の
社
団
化
20
周

年
記
念
講
演
会
が
３
月
７
日
に
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
元
宮
城
県
知
事
の
浅
野

史
郎
慶
應
義
塾
大
学
教
授
に
よ
る

「
地
方
か
ら
日
本
が
変
わ
る
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
と
歴
史
、先
人
の
知
恵
に

ふ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

水
土
里
の
路
・
歩
き
た
く
な
る

道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
音
無
井
路
大
会

が
３
月
８
日
に
開
か
れ
、
宮
砥
地

区
に
あ
る
緩
木
神
社
や
円
形
分
水

な
ど
を
巡
る
６
〜
20
㎞
の
３
つ
の

コ
ー
ス
に
約
２
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

”う
ん
ち
く
“で
再
発
見

　

竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
が
企

画
・
製
作
し
た
17
枚
の
「
う
ん
ち

く
絵
幕
」
が
完
成
し
、
３
月
８
日

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
幕
は
縦
２
・
３
ｍ
横
１
・
８

ｍ
で
、
歴
史
や
人
物
な
ど
の
”う

ん
ち
く
“と
版
画
や
イ
ラ
ス
ト
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

講演する浅野教授早春の山あいには梅の花もうんちく絵幕の除幕

元
気
に
防
火
を
呼
び
か
け　
　

竹
田
・
久
住
・
直
入
地
域
で
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
防
火
パ
レ
ー
ド
！

あさひケ丘保育園（3/2）

久住保育所（3/4）

なおいり保育園（3/6）
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２
人
の
医
師
を
増
員

　

４
月
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

で
す
。
私
は
14
年
前
の
４
月
に
熊

本
大
学
整
形
外
科
か
ら
竹
田
医
師

会
病
院
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
一
人
医
長
と
し
て
整
形
外
科

患
者
さ
ん
の
診
療
や
当
直
な
ど
を

こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
救
急
患
者

さ
ん
が
居
れ
ば
、
休
日
・
夜
間
を

問
わ
ず
、
呼
び
出
し
を
受
け
て
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
病
院
に
顔
を

出
さ
な
い
日
は
年
に
２
、
３
日
と

い
う
生
活
が
13
年
間
続
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
一
昨
年
か
ら
続
く
医
師

不
足
な
ど
に
よ
る
存
亡
の
危
機
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
２

年
間
は
大
分
大
学
医
学
部
と
の
医

師
派
遣
交
渉
も
精
力
的
に
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
な
成
果
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
４
月
か
ら
私
の
出
身

医
局
で
あ
る
熊
本
大
学
整
形
外
科

教
室
か
ら
石
井
一
誠
先
生
が
常
勤

医
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

彼
は
医
者
に
な
っ
て
10
年
目
で
、

色
ん
な
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、

何
し
ろ
や
る
気
と
元
気
が
あ
り
ま

す
。
整
形
外
科
は
私
を
含
め
２
人

体
制
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
り

良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
外
科
に
は
、
大
分
大
学
第

２
外
科
教
室
か
ら
明
石
雄
一
先
生

が
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
の
人
気
は
絶
大

で
、
た
い
へ
ん
志
の
高
い
医
者
で

す
の
で
心
強
い
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
私
も
内
科
医
不

足
解
消
の
た
め
、
大
学
と
の
交
渉

を
今
ま
で
以
上
に
や
っ
て
い
き
、

一
刻
も
早
く
医
師
会
病
院
の
再
生

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
昨
年
の
救
急
車
の
受
け

入
れ
台
数
は
４
７
８
件
（
公
立
お

が
た
病
院
は
４
７
７
件
）
で
し
た
。

入
院
ベ
ッ
ド
が
無
か
っ
た
り
、
医

師
不
足
な
ど
で
救
急
車
を
断
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
整
形
外
科
医
の
増
員
を
期
に
、

救
急
医
療
・
地
域
医
療
の
再
生
に

向
け
、
職
員
一
同
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

明
石
先
生
も
石
井
先
生
も
な
か

な
か
の
イ
ケ
メ
ン
で
す
。
女
性
の

方
は
目
の
保
養
に
も
ど
う
ぞ
。

（
院
長　

大
多
和　

聡
）

妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
回
数
が

５
回
か
ら
14
回
に
増
え
ま
す

　

国
の
生
活
対
策
の
一
環
で
あ
る

妊
婦
健
康
診
査
臨
時
特
例
交
付
金

を
活
用
し
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

助
成
回
数
が
現
行
の
５
回
か
ら
14

回
に
増
え
ま
す
。

■
対
象
者

・
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
で
ま
だ
出
産
さ
れ
て
い

な
い
方

・
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
届
を
さ

れ
る
方

■
健
診
内
容

　

受
診
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
検

査
項
目
が
公
費
負
担
で
す
。
そ
の

他
必
要
な
検
査
は
自
己
負
担
で
す
。

■
利
用
で
き
る
医
療
機
関

　

県
内
の
委
託
医
療
機
関
の
ほ
か

県
外
の
医
療
機
関
や
助
産
院
で
も

利
用
で
き
ま
す
。
県
外
の
医
療
機

関
や
助
産
院
で
受
診
す
る
場
合
は

償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
末
ま
で
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
４
月
１
日
か
ら
14
日
の
間

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
健
康
増

進
課
及
び
各
支
所
市
民
生
活
課
で

受
診
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

受
け
取
り
の
際
は
、
母
子
健
康

手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

不
妊
治
療
の
補
助
に
つ
い
て

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
申
請
日
を
基
準

に
、
夫
婦
と
も
一
年
以
上
前
か
ら

竹
田
市
の
住
民
で
、
婚
姻
後
一
年

以
上
経
過
し
た
夫
婦
。

■
対
象
と
な
る
経
費

　

不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療
保
険

診
療
の
一
部
負
担
金
及
び
医
療
保

険
適
用
外
治
療
費
の
合
計
額
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
医
療
保
険
等
各
法
の

規
定
に
基
づ
き
給
付
さ
れ
た
額
や

県
不
妊
治
療
費
助
成
金
の
交
付
額

は
控
除
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

交
付
対
象
経
費
の
２
分
の
１
で

１
回
に
つ
き
最
高
10
万
円
。

■
補
助
金
交
付
回
数

　

単
年
度
に
２
回
、
５
年
度
ま
で
。

子
ど
も
を
産
み
、育
て
や
す
い
ま
ち
に

　

健
康
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

健
康
増
進
課
及
び
各
支
所
市
民

生
活
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。随
時
承
り
ま
す
。
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今
月
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
ま
で
の
手
続
き
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

１　
要
介
護
認
定
申
請
に
つ
い
て

　

要
介
護
認
定
申
請
が
で
き
る
方

は
、
次
の
方
で
す
。
本
人
ま
た
は

代
理
の
方
の
申
請
も
可
能
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
医
療
保

険
加
入
者
で
、
加
齢
が
原
因
と

さ
れ
る
疾
病
に
よ
り
、要
支
援
・

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
い
る
方

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

２　

認
定
調
査
に
つ
い
て

　

認
定
調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

の
聴
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

３　

主
治
医
意
見
書
に
つ
い
て

　

申
請
の
際
に
指
定
い
た
だ
い
た

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
、
市
か
ら

意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

４　

審
査
・
判
定
に
つ
い
て

　

認
定
調
査
・
主
治
医
意
見
書
を

も
と
に
、
介
護
認
定
審
査
会
で
要

介
護
状
態
区
分
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

申
請
か
ら
判
定
ま
で
お
お
む
ね
一

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
結
果
は
、
郵
送
で
通
知

し
ま
す
。

５　

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
開
始

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

①
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
択

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

　

希
望
す
る
施
設
に
本
人
ま
た
は

家
族
が
入
所
申
請
を
行
い
ま
す
。

（
要
支
援
の
方
は
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、「
介
護
保
険
特
別
徴
収

通
知
書
」
を
４
月
中
旬
に
送
付
し
、

４
、
６
、
８
月
の
３
回
の
天
引
き

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
、
６
、
８
月
の
天
引

き
額
は
21
年
度
の
所
得
段
階
を
反

映
し
て
い
ま
せ
ん
。
20
年
度
の
所

得
段
階
を
基
本
に
仮
徴
収
額
を
天

引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

21
年
度
の
所
得
段
階
を
反
映
し

た
介
護
保
険
料
の
確
定
額
と
10
、

12
、
２
月
の
残
り
３
回
の
天
引
き

額
に
つ
い
て
は
、８
月
に
再
度「
介

護
保
険
特
別
徴
収
通
知
書
」
を
送

付
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
所

得
段
階
に
変
動
の
あ
る
場
合
は
残

り
３
回
の
年
金
天
引
き
で
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
お
問
い
合
せ 

　
「
介
護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て

　
　

保
険
課
介
護
保
険
係

　
　

☎
63‐

４
８
０
９

　
「
介
護
保
険
料
」
に
つ
い
て

　
　

税
務
課
課
税
係

　
　

☎
63‐

４
８
０
３

21
年
度
分
の
年
金
天
引
き
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

今月の食育レシピ

〈材料〉12人分

今月の食材

イチゴ　　200g

粉寒天　　1本
牛　乳　　200cc
砂　糖　　40g

卵　白　　1個分
砂　糖　　20g

〈作り方〉
１．イチゴは洗ってヘタを取り、ミキ
サーでなめらかにする。
２．鍋に牛乳を入れ、寒天を振り入れ
て、泡立て器で混ぜながら1～2分沸
騰させる。砂糖を加えて3分ほど煮
詰める。
３．卵白は砂糖を加え、しっかり泡立
てる。
４．1と2を合わせ、熱いまま少しずつ
３に加えてよく混ぜる。水でぬらし
たバットに流し、冷やし固める。切
り分けて、生のイチゴを飾る。

　イチゴは「ビタミンＣ」が豊富で抗酸化作用も大きいので、風邪の予防や老化防止、そして美肌効果
が期待できます。また、血を作るビタミンといわれている「葉酸」も豊富に含まれているので、貧血予
防にも効果があります。食物繊維のペクチンも多く含まれています。美容と健康に役立てたいですね。
　洗うときはビタミンＣが溶け出てしまわないように、へたをつけたまま、食べる直前に洗いましょう。
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２
人
の
医
師
を
増
員

　

４
月
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

で
す
。
私
は
14
年
前
の
４
月
に
熊

本
大
学
整
形
外
科
か
ら
竹
田
医
師

会
病
院
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
一
人
医
長
と
し
て
整
形
外
科

患
者
さ
ん
の
診
療
や
当
直
な
ど
を

こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
救
急
患
者

さ
ん
が
居
れ
ば
、
休
日
・
夜
間
を

問
わ
ず
、
呼
び
出
し
を
受
け
て
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
病
院
に
顔
を

出
さ
な
い
日
は
年
に
２
、
３
日
と

い
う
生
活
が
13
年
間
続
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
一
昨
年
か
ら
続
く
医
師

不
足
な
ど
に
よ
る
存
亡
の
危
機
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
２

年
間
は
大
分
大
学
医
学
部
と
の
医

師
派
遣
交
渉
も
精
力
的
に
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
な
成
果
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
４
月
か
ら
私
の
出
身

医
局
で
あ
る
熊
本
大
学
整
形
外
科

教
室
か
ら
石
井
一
誠
先
生
が
常
勤

医
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

彼
は
医
者
に
な
っ
て
10
年
目
で
、

色
ん
な
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、

何
し
ろ
や
る
気
と
元
気
が
あ
り
ま

す
。
整
形
外
科
は
私
を
含
め
２
人

体
制
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
り

良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
外
科
に
は
、
大
分
大
学
第

２
外
科
教
室
か
ら
明
石
雄
一
先
生

が
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
の
人
気
は
絶
大

で
、
た
い
へ
ん
志
の
高
い
医
者
で

す
の
で
心
強
い
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
私
も
内
科
医
不

足
解
消
の
た
め
、
大
学
と
の
交
渉

を
今
ま
で
以
上
に
や
っ
て
い
き
、

一
刻
も
早
く
医
師
会
病
院
の
再
生

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
昨
年
の
救
急
車
の
受
け

入
れ
台
数
は
４
７
８
件
（
公
立
お

が
た
病
院
は
４
７
７
件
）
で
し
た
。

入
院
ベ
ッ
ド
が
無
か
っ
た
り
、
医

師
不
足
な
ど
で
救
急
車
を
断
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
整
形
外
科
医
の
増
員
を
期
に
、

救
急
医
療
・
地
域
医
療
の
再
生
に

向
け
、
職
員
一
同
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

明
石
先
生
も
石
井
先
生
も
な
か

な
か
の
イ
ケ
メ
ン
で
す
。
女
性
の

方
は
目
の
保
養
に
も
ど
う
ぞ
。

（
院
長　

大
多
和　

聡
）

妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
回
数
が

５
回
か
ら
14
回
に
増
え
ま
す

　

国
の
生
活
対
策
の
一
環
で
あ
る

妊
婦
健
康
診
査
臨
時
特
例
交
付
金

を
活
用
し
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

助
成
回
数
が
現
行
の
５
回
か
ら
14

回
に
増
え
ま
す
。

■
対
象
者

・
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
で
ま
だ
出
産
さ
れ
て
い

な
い
方

・
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
届
を
さ

れ
る
方

■
健
診
内
容

　

受
診
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
検

査
項
目
が
公
費
負
担
で
す
。
そ
の

他
必
要
な
検
査
は
自
己
負
担
で
す
。

■
利
用
で
き
る
医
療
機
関

　

県
内
の
委
託
医
療
機
関
の
ほ
か

県
外
の
医
療
機
関
や
助
産
院
で
も

利
用
で
き
ま
す
。
県
外
の
医
療
機

関
や
助
産
院
で
受
診
す
る
場
合
は

償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
末
ま
で
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
４
月
１
日
か
ら
14
日
の
間

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
健
康
増

進
課
及
び
各
支
所
市
民
生
活
課
で

受
診
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

受
け
取
り
の
際
は
、
母
子
健
康

手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

不
妊
治
療
の
補
助
に
つ
い
て

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
申
請
日
を
基
準

に
、
夫
婦
と
も
一
年
以
上
前
か
ら

竹
田
市
の
住
民
で
、
婚
姻
後
一
年

以
上
経
過
し
た
夫
婦
。

■
対
象
と
な
る
経
費

　

不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療
保
険

診
療
の
一
部
負
担
金
及
び
医
療
保

険
適
用
外
治
療
費
の
合
計
額
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
医
療
保
険
等
各
法
の

規
定
に
基
づ
き
給
付
さ
れ
た
額
や

県
不
妊
治
療
費
助
成
金
の
交
付
額

は
控
除
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

交
付
対
象
経
費
の
２
分
の
１
で

１
回
に
つ
き
最
高
10
万
円
。

■
補
助
金
交
付
回
数

　

単
年
度
に
２
回
、
５
年
度
ま
で
。

子
ど
も
を
産
み
、育
て
や
す
い
ま
ち
に

　

健
康
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

健
康
増
進
課
及
び
各
支
所
市
民

生
活
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。随
時
承
り
ま
す
。
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今
月
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
ま
で
の
手
続
き
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

１　
要
介
護
認
定
申
請
に
つ
い
て

　

要
介
護
認
定
申
請
が
で
き
る
方

は
、
次
の
方
で
す
。
本
人
ま
た
は

代
理
の
方
の
申
請
も
可
能
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
医
療
保

険
加
入
者
で
、
加
齢
が
原
因
と

さ
れ
る
疾
病
に
よ
り
、要
支
援
・

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
い
る
方

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

２　

認
定
調
査
に
つ
い
て

　

認
定
調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

の
聴
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

３　

主
治
医
意
見
書
に
つ
い
て

　

申
請
の
際
に
指
定
い
た
だ
い
た

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
、
市
か
ら

意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

４　

審
査
・
判
定
に
つ
い
て

　

認
定
調
査
・
主
治
医
意
見
書
を

も
と
に
、
介
護
認
定
審
査
会
で
要

介
護
状
態
区
分
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

申
請
か
ら
判
定
ま
で
お
お
む
ね
一

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
結
果
は
、
郵
送
で
通
知

し
ま
す
。

５　

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
開
始

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

①
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
択

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

　

希
望
す
る
施
設
に
本
人
ま
た
は

家
族
が
入
所
申
請
を
行
い
ま
す
。

（
要
支
援
の
方
は
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、「
介
護
保
険
特
別
徴
収

通
知
書
」
を
４
月
中
旬
に
送
付
し
、

４
、
６
、
８
月
の
３
回
の
天
引
き

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
、
６
、
８
月
の
天
引

き
額
は
21
年
度
の
所
得
段
階
を
反

映
し
て
い
ま
せ
ん
。
20
年
度
の
所

得
段
階
を
基
本
に
仮
徴
収
額
を
天

引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

21
年
度
の
所
得
段
階
を
反
映
し

た
介
護
保
険
料
の
確
定
額
と
10
、

12
、
２
月
の
残
り
３
回
の
天
引
き

額
に
つ
い
て
は
、８
月
に
再
度「
介

護
保
険
特
別
徴
収
通
知
書
」
を
送

付
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
所

得
段
階
に
変
動
の
あ
る
場
合
は
残

り
３
回
の
年
金
天
引
き
で
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
お
問
い
合
せ 

　
「
介
護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て

　
　

保
険
課
介
護
保
険
係

　
　

☎
63‐

４
８
０
９

　
「
介
護
保
険
料
」
に
つ
い
て

　
　

税
務
課
課
税
係

　
　

☎
63‐

４
８
０
３

21
年
度
分
の
年
金
天
引
き
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

今月の食育レシピ

〈材料〉12人分

今月の食材

イチゴ　　200g

粉寒天　　1本
牛　乳　　200cc
砂　糖　　40g

卵　白　　1個分
砂　糖　　20g

〈作り方〉
１．イチゴは洗ってヘタを取り、ミキ
サーでなめらかにする。
２．鍋に牛乳を入れ、寒天を振り入れ
て、泡立て器で混ぜながら1～2分沸
騰させる。砂糖を加えて3分ほど煮
詰める。
３．卵白は砂糖を加え、しっかり泡立
てる。
４．1と2を合わせ、熱いまま少しずつ
３に加えてよく混ぜる。水でぬらし
たバットに流し、冷やし固める。切
り分けて、生のイチゴを飾る。

　イチゴは「ビタミンＣ」が豊富で抗酸化作用も大きいので、風邪の予防や老化防止、そして美肌効果
が期待できます。また、血を作るビタミンといわれている「葉酸」も豊富に含まれているので、貧血予
防にも効果があります。食物繊維のペクチンも多く含まれています。美容と健康に役立てたいですね。
　洗うときはビタミンＣが溶け出てしまわないように、へたをつけたまま、食べる直前に洗いましょう。



ハ
ー
ト
を
つ
な
ぐ
ハ
ー
ト
の
手
帳

『
電
話
お
願
い
手
帳
』

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
耳
や
言

葉
の
不
自
由
な
方
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た

め
、「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
毎

年
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
３
月
13
日
に
島
野
大
分

支
店
長
、
後
藤
竹
田
営
業
所
長
ら

が
市
役
所
を
訪
れ
、
手
帳
80
冊
を

牧
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
電
話
お
願
い
手
帳
」
は
、
耳

や
言
葉
の
不
自
由
な
方
や
お
年
寄

り
が
、
外
出
先
で
用
件
や
連
絡
先

な
ど
を
書
い
て
「
私
の
代
わ
り
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
願

い
す
る
時
に
使
用
す
る
も
の
で

す
。

　

街
角
で
あ
な
た
に
頼
ま
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
さ
れ 

読
ま
れ
続
け
て
20
年

「
プ
ク
サ
ン
」
第
９
集
発
刊

　

広
報
で
も
お
な
じ
み
の
４
コ
マ

漫
画
「
プ
ク
サ
ン
」
が
、
３
，
０

０
０
号
（
編
）
に
到
達
し
、
第
９

集
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

20
年
以
上
「
プ
ク
サ
ン
」
を
描

き
続
け
る
作
者
の
福
田
光
明
さ
ん

（
茶
屋
の
辻
）
は
主
人
公
の
プ
ク

サ
ン
に
つ
い
て
「
ち
ょ
っ
と
軽
い

感
じ
の
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
お

人
好
し
、
恐
妻
家
を
自
負
し
て
お

り
、
世
相
に
は
厳
し
い
が
家
庭
に

は
甘
い
欠
点
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
９
集
に
は
５
０
０
号
の
４
コ

マ
漫
画
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
く
１
冊
１
，
０
０

０
円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
求
め
、
お
問
い
合
せ
は
福
田

光
明
さ
ん
（
☎
63‐

３
３
０
９
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

　

毎
日
、
毎
日
雨
ば
か
り
で
外
の

仕
事
が
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
な

く
て
困
り
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
２
月
も
終
わ
り
に
近

づ
き
、
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

静
か
だ
っ
た
田
や
畑
に
も
、
ト

ラ
ク
タ
ー
や
車
、
人
々
の
往
来
で

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

道
ば
た
に
は
、
小
さ
な
ス
ミ
レ

や
タ
ン
ポ
ポ
も
つ
ぼ
み
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

家
の
裏
の
ぎ
し
（
岸
）
に
は
、

春
の
使
者
「
ふ
き
の
と
う
」
が
、

顔
を
の
ぞ
か
せ
て
春
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
き
び
し
い
不
況
、
不
景

気
の
風
を
さ
わ
や
か
な
春
風
に
変

え
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
で
す
。

（
久
住
山
さ
ん
）

　

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
大
分
合
同
県
内
一
周
駅
伝
競
走

大
会
」
で
は
、
応
援
に
は
行
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
沿
道
で
応
援
し

て
い
た
友
達
と
気
持
ち
は
同
じ
で

し
た
。

　

写
真
に
載
っ
て
い
る
市
民
の
表

情
が
大
変
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
総
合
２
位
」
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
エ
ラ
イ
！（

本
田
桂
子
さ
ん
）

　

毎
月
回
覧
板
で
届
く
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
に
お
け
る
い
ろ
ん
な
情
報

を
得
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
。

（
鍋
川
二
敏
さ
ん
）

　

広
報
た
け
た
の
毎
月
の
発
行
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
竹
田
を
離
れ
、
大
分
市
で

生
活
し
て
い
ま
す
が
、
実
家
に
帰

る
度
に
市
報
を
読
め
ば
竹
田
の
新

鮮
な
情
報
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
、
今
で
も
竹
田
の
出
来
事
を
身

近
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
報
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。（

吉
良
か
お
り
さ
ん
）

　
「
広
報
た
け
た
」
毎
回
た
の
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

と
て
も
読
み
や
す
く
、
写
真
も

載
せ
て
い
る
の
で
、
見
て
分
か
り

や
す
い
と
思
い
ま
す

　

必
ず｢

Ｔ
Ａ
Ｏ
・
コ
ラ
ム｣

と「
竹

田
医
師
会
病
院
か
ら
」
は
読
ん
で

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
忘
れ

ず
に
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。 

（
本
田
晃
一
さ
ん
）

手帳を手渡す島野支店長
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これまでの漫画集を手にする福田さん

　

た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
た
よ
り
を
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
は
「
木
下
大
サ
ー

カ
ス
」
の
平
日
招
待
券
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

企
画
情
報
課
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
広
報
に
関

す
る
ご
意
見
な
ど
、
皆
さ
ん

の 

声 

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

竹田市立図書館の休館日は、

日時　４月15日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田市立図書館

※今月はお休みです

　

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館

日時　４月８日㈬
　　　13:30～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

竹田市の人口

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

２

（平成21年2月28日現在）
（前月比）  

人　口　26,167人　　（－11人）
　男性　12,201人　　（－10人）
　女性　13,966人　　（－  1人）
世帯数　10,644世帯（－  5世帯）

住民基本台帳登録人数

２
日　

山や
ま

村む
ら　

映え
い

美み

ち
ゃ
ん

　
　
　
（
英
治
さ
ん　

高
城
）

３
日　

佐さ

藤と
う　

心こ
こ

菜な

ち
ゃ
ん

　
　
　
（
昇
一
郎
さ
ん　

宮
山
）

５
日　

木き

村む
ら　

心み

宥ひ
ろ

ち
ゃ
ん

　
　
　
（
克
比
古
さ
ん　

杉
の
原
）

６
日　

池い
け

永な
が　

美み

羽う

ち
ゃ
ん

　
　
　
（
瞳
さ
ん　

鴫
田
）

９
日　

工く

藤ど
う　

颯そ
う

太た

く
ん

　
　
　
（
凡
倫
さ
ん　

須
郷
）

10
日　

小お

野の　

嘉か

依い

羅ら

く
ん

　
　
　
（
幸
子
さ
ん　

桜
町
東
）

12
日　

和わ

田だ　

愛あ

結ゆ

美み

ち
ゃ
ん

　
　
　
（
昭
寛
さ
ん　

森
屋
）

16
日　

大お
お

塚つ
か　

新あ
ら

史し

く
ん

　
　
　
（
崇
史
さ
ん　

栃
原
）

17
日　

渡わ
た

邊な
べ　

慶よ
し

寛ひ
ろ

く
ん

　
　
　
（
寛
昭
さ
ん　

藤
渡
）

〔一般の本〕
・自問自答 岸本　葉子
・みんな、絵本から 柳田　邦男
・いただきます！ 平野恵理子
・京大芸人 菅　　広文
・金魚生活 楊　　　逸
〔子どもの本〕
・牛はどこでも「モ～ !」
 エレン・ステラスキー・ワインスティーン
・がんばれ !! まけるな !! ナメクジくん
 三輪　一雄
・竹とぼくとおじいちゃん 星川ひろ子

　ほか100冊ほど購入しました。

6日(月)･13日(月)･
20日(月)･
24日(金)･
27日(月)･
29日(水)です。

　

広
報
た
け
た
は
何
ペ
ー
ジ
か
ご

存
知
で
す
か
？
今
月
は
28
ペ
ー
ジ

で
す
が
、
時
に
は
24
や
32
の
時
も

あ
り
ま
し
た
。「
28
ペ
ー
ジ
も
」

と
思
う
か
「
28
ペ
ー
ジ
し
か
」
と

思
う
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

中
身
が
ス
カ
ス
カ
で
も
詰
め
込
み

す
ぎ
て
も
面
白
く
な
い
し
読
み
に

く
い
。
何
事
も「
ち
ょ
う
ど
い
い
」

の
が
一
番
で
す
が
、
そ
れ
が
一
番

難
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

　

と
は
い
え
、
め
で
た
く
（
？
）

今
年
度
も
広
報
づ
く
り
に
携
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
年
目
を

迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
皆
さ
ん

に
「
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る

広
報
」
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
感
想
や
ご
意
見
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
井
出
）

俵 万智　朝日新聞出版
「かーかん、はあい」

　俵万智さんのエッセイと五
味太郎さんのイラストによ
る、子育て中のお母さんへの
贈り物です。親子で一緒に絵
本を読む時間をぜひどうぞ。

あいはらひろゆき　ひかりのくに
「うたのじかん 1」

　春です !かわいくて楽しい童
謡の絵本はいかがですか？く
まのジャッキーでおなじみの
あいはらひろゆきさんとあだ
ちなみさんの思わずお子さん
と口ずさみたくなる一冊です。



ハ
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Ｔ
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葉
の
不
自
由
な
方
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た

め
、「
電
話
お
願
い
手
帳
」
を
毎

年
配
布
し
て
い
ま
す
。
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。
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　女性　13,966人　　（－  1人）
世帯数　10,644世帯（－  5世帯）

住民基本台帳登録人数

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

〔一般の本〕
・自問自答 岸本　葉子
・みんな、絵本から 柳田　邦男
・いただきます！ 平野恵理子
・京大芸人 菅　　広文
・金魚生活 楊　　　逸
〔子どもの本〕
・牛はどこでも「モ～ !」
 エレン・ステラスキー・ワインスティーン
・がんばれ !! まけるな !! ナメクジくん
 三輪　一雄
・竹とぼくとおじいちゃん 星川ひろ子

　ほか100冊ほど購入しました。

6日(月)･13日(月)･
20日(月)･
24日(金)･
27日(月)･
29日(水)です。

　

広
報
た
け
た
は
何
ペ
ー
ジ
か
ご

存
知
で
す
か
？
今
月
は
28
ペ
ー
ジ

で
す
が
、
時
に
は
24
や
32
の
時
も

あ
り
ま
し
た
。「
28
ペ
ー
ジ
も
」

と
思
う
か
「
28
ペ
ー
ジ
し
か
」
と

思
う
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

中
身
が
ス
カ
ス
カ
で
も
詰
め
込
み

す
ぎ
て
も
面
白
く
な
い
し
読
み
に

く
い
。
何
事
も「
ち
ょ
う
ど
い
い
」

の
が
一
番
で
す
が
、
そ
れ
が
一
番

難
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

　

と
は
い
え
、
め
で
た
く
（
？
）

今
年
度
も
広
報
づ
く
り
に
携
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
年
目
を

迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
皆
さ
ん

に
「
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る

広
報
」
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
感
想
や
ご
意
見
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
井
出
）

俵 万智　朝日新聞出版
「かーかん、はあい」

　俵万智さんのエッセイと五
味太郎さんのイラストによ
る、子育て中のお母さんへの
贈り物です。親子で一緒に絵
本を読む時間をぜひどうぞ。

あいはらひろゆき　ひかりのくに
「うたのじかん 1」

　春です !かわいくて楽しい童
謡の絵本はいかがですか？く
まのジャッキーでおなじみの
あいはらひろゆきさんとあだ
ちなみさんの思わずお子さん
と口ずさみたくなる一冊です。



20広報たけた  平成21年４月号

平成20年
４月生まれ
誕生日　親
（自治会）

広報たけた

阿孫　久見

　

山
地
の
落
葉
樹
の
林
内
の
や
や

湿
っ
た
半
陰
地
に
生
育
す
る
高
さ

20
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
葉
の

色
（
写
真
）
が
独
特
で
鉄
が
錆さ

び

た
よ
う
な
紫し

褐か
っ

色し
ょ
く

で
す
。

　

対
生
す
る
根こ

ん

生せ
い

葉よ
う

は
基
部
で

茎く
き

を
抱だ

き
、
長
い
柄え

が
あ
り
、
ひ

し
形
の
３
小し

ょ
う

葉よ
う

で
す
。
小
葉
の

縁ふ
ち

は
不
ぞ
ろ
い
の
丸
い
鋸き

ょ

歯し

が
あ

り
ま
す
。
先
端
部
に
つ
く
大
き
な

小
葉
は
長
さ
５
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ

ど
で
す
。

　

早
春
の
頃
、
数
本
の
花か

茎け
い

の
先

に
径
８
㍉
ほ
ど
の
白
い
小
さ
な
５

弁
花
を
半
開
き
に
横
向
き
に
咲
か

せ
ま
す
。
白
く
花
弁
に
見
え
る
の

は
が
く
片へ

ん

で
、
本
物
の
花
は
が
く

片
の
内
側
に
５
個
の
雄お

ず
い
が
変

形
し
て
蜜み

つ

を
分ぶ

ん

泌ぴ
つ

す
る
光
沢
の
あ

る
オ
レ
ン
ジ
色
の
袋
に
な
っ
て
い

て
、
花
全
体
の
色
彩
と
造
形
美
は

ル
ー
ペ
で
見
る
と
感
動
し
ま
す
。

　

２
個
並
ん
だ
果
実
の
形
が
鯖さ

ば

の

尾お

に
似
て
い
る
の
で
、
こ
の
名
が

あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
や
や
標
高
の
高
い
祖

母
・
く
じ
ゅ
う
山
系
の
山さ

ん

麓ろ
く

の
春

に
陽
光
の
当
た
る
林
内
の
谷
沿
い

な
ど
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は

３
月
か
ら
４
月
で
す
。

サバノオ（キンポウゲ科）
第49回

平
成
21
年
５
月
に
１

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
お
子
さ
ん
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
！

「宵　桜」
春暖残して、宵のうち。
谷風は冷たし。散る花び
らと震える蕾。

（写真・デザイン／竹蔵）

よい　  ざくら

平
成
21
年
度
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

九
州
ジ
ー
ジ
ー
シ
ー 

製
造
工
場
を
増
設

竹
田
市
長
選
挙
・
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
／
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券「
地
域
商
品
券
」

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
／
中
九
州
横
断
道
路『
大
野
竹
田
道
路
』

ま
ち
の
話
題
／
精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
と
就
労
を
考
え
る
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
長
湯
温
泉
開
湯
三
百
年
記
念
祭
／
第

22
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
／
竹
田
こ
ど
も
茶
道
教
室
「
ひ
な
祭
り
茶
会
」
／
農
事
組
合
法
人
「
上
畑
フ
ァ
ミ
リ
ー
」・

「
フ
ァ
ー
ム
仏
面
」・「
く
ら
き
」
設
立
／（
社
）竹
田
法
人
会
社
団
化
20
周
年
記
講
演
会
／
水
土
里
の
路
・
歩
き
た
く
な
る

道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
音
無
井
路
大
会
／
う
ん
ち
く
絵
幕
／
茶
道
織
部
流
茶
席
／
屋
外
彫
刻
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
学
習
会



  

第
61
回
岡
城
桜
ま
つ
り

　

城
下
町
竹
田
の
春
を
彩
る『
岡
城
桜
ま
つ
り
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
岡
の
里
手
作
り
甲
冑
展

　

日
時　

４
月
１
日
㈬
〜
５
月
連
休
明
け

　
　
　
　

９
時
〜
16
時
30
分

　

場
所　

竹
田
創
生
館

◇
竹
田
市
美
術
愛
好
会
洋
画
展

　

日
時　

４
月
２
日
㈭
〜　

９
時
〜
15
時

　

場
所　

大
分
銀
行
竹
田
支
店

　

※

土
日
、
祝
日
は
お
休
み
し
ま
す
。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

日
時　

４
月
４
日
㈯　

８
時
30
分
〜

　

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園

◇
八
幡
山
縁
日
楽
市
楽
座

　

日
時　

４
月
４
日
㈯　

９
時
〜

　

場
所　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
竹
田
営
業
所
駐
車
場
周
辺

◇
歴
史
の
道　

探
勝
会

　

日
時　

４
月
４
日
㈯　

９
時
30
分
〜

　

場
所　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
↓
岡
城

◇
大
名
行
列
・
甲
冑
武
者
行
列

　

日
時　

４
月
４
日
㈯ 　

11
時
〜

　

場
所　

岡
城
↓
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前

◇
願
成
院
本
堂
〝
愛
染
堂
〞
御
開
帳

　

日
時　

４
月
４
日
㈯　

９
時
〜
15
時

　

場
所　

願
成
院
本
堂
〝
愛
染
堂
〞

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
竹
田
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‐

２
６
３
８

　

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63‐

４
８
０
７

  

英
雄
寺　

ぼ
た
ん
祭
り

　

岡
藩
三
代
藩
主
中
川
秀
成
公
が
、
朝
鮮
出
兵

の
折
に
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
朝
鮮
ぼ
た
ん

は
、
４
０
０
年
の
時
を
経
た
今
で
も
春
の
息
吹

と
と
も
に
開
花
し
ま
す
。

　

日
時　

４
月
20
日
㈪　

11
時
〜

　

場
所　

英
雄
寺
（
城
北
町
）

●
お
問
い
合
せ

　

英
雄
寺　

☎
63‐

１
５
１
６

  

国
際
映
画
上
映
会

「
不
滅
の
恋
／
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」

日
時　

４
月
22
日
㈬　

19
時
30
分
〜
22
時

場
所　

直
入
支
所
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

※

こ
の
上
映
会
は
著
作
権
法
38
条
１
項
に
基
づ

き
上
映
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
支
所
産
業
建
設
課

　

国
際
交
流
員
ゼ
ン
ケ
・
グ
リ
ュ
ツ
マ
ハ
ー

　

☎
75‐

２
２
１
４

  

荻
神
社　

ゆ
た
て
神
楽

　

荻
神
社
の
春
の
例
祭
で
は
、
今
で
は
珍
し
く

な
っ
た
「
ゆ
た
て
神
楽
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

振
り
撒
か
れ
る
湯
が
か
か
る
と
魔
除
け
、
疫

病
除
け
、
長
寿
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日
㈰　

12
時
〜

場
所　

荻
神
社
（
新
藤
）

●
お
問
い
合
せ

　

神
社
長　

☎
68‐

３
４
７
８
（
斎
藤 

望
）

春
季
所
蔵
品
展
「
歴
史
と
文
化
の
展
覧
会
」

　

５
月
10
日
㈰
ま
で

◎
特
集
「
描
か
れ
た
岡
城
」

　

伝
淵
野
真
斎
「
岡
城
真
景
図
屏
風
」、
川
合

石
舟
「
岡
城
図
」
な
ど
、
一
般
公
開
は
こ
の
機

会
の
み
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
特
集
「
南
画
を
楽
し
む―

南
画
と
山
水―

」

　

春
の
山
水
を
中
心
に
所
蔵
作
品
か
ら
展
示
し

ま
す
。

◎
竹
田
市
に
寄
贈
さ
れ
た
『
廣
瀬
武
夫
遺
品
ベ

ス
ト
』
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

※

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

和
田
ア
ヤ
子　

米
寿
記
念
作
品
展

　

４
月
５
日
㈰
ま
で

　

和
田
ア
ヤ
子
さ
ん
の
描
い
た
油
彩
・
水
墨
画
・

デ
ッ
サ
ン
な
ど
を
展
示
。

写
団
ち
く
で
ん　

四
季
写
真
展

　

４
月
７
日
㈫
午
後
〜
19
日
㈰

「
写
団
ち
く
で
ん
」
の
会
員
が
、
竹
田
市
周
辺

で
四
季
折
々
に
撮
影
し
た
作
品
を
展
示
。

色
え
ん
ぴ
つ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ　

作
品
展

　

４
月
21
日
㈫
午
後
〜
26
日
㈰

　
「
色
え
ん
ぴ
つ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」
会
員
の
色
え
ん

ぴ
つ
に
よ
る
大
人
の
塗
り
絵
作
品
を
展
示
。

華
扇
書
塾　

40
周
年
記
念
展

　

４
月
29
日
㈬
〜
５
月
10
日
㈰

　
「
華
扇
書
塾
」
の
塾
生
に
よ
る
書
道
作
品
と

山
や
花
の
写
真
を
展
示
。

※

28
日
㈫
は
、展
示
替
え
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

お
知
ら
せ

　

４
月
29
日
㈬
に
開
催
予
定
で
し
た
第
21
回
さ

と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
は
、
７
月
12
日
㈰
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。



竹
田
市
一
周
ぐ
る
り
ん
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

５
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

　
　
　
（
受
付
）
８
時　
（
ス
タ
ー
ト
）
９
時

場
所　

２
日
㈯　

竹
田
市
役
所

　
　
　

３
日
㈰　

久
住
支
所

コ
ー
ス

　

①
55
㎞（
２
日
28
㎞
・
３
日
27
㎞
）

　

②
28
㎞（
２
日
の
み
）　

③
21
㎞（
２
日
の
み
）

　

④
11
㎞（
３
日
の
み
）　

⑤
27
㎞（
３
日
の
み
）

　

⑥
16
㎞（
３
日
の
み
）

参
加
費
（
保
険
料
含
む
）

　

一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

※

１
日
で
も
２
日
間
で
も
同
額
で
す
。
１
日
目

に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
別
途
Ｊ
Ｒ
料
金
２
４

０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※

昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
希
望
コ
ー
ス
を
記
入
し
、

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　

〒
８
７
８‐

０
０
２
３

　

竹
田
市
大
字
君
ケ
園
６
１
５‐

６

　

☎
62‐

３
０
７
５
（
髙
瀬
）

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
は
余
裕
を
も
っ
て

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
、
住
基
カ
ー

ド
）
は
、
４
月
20
日
か
ら
偽
変
造
対
策
等
の
た

め
券
面
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
、
新
し
く
な
り
ま

す
。
既
に
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
内
は
引
き
続
き
有
効
な
住
基
カ
ー
ド

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
㈶
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
に

カ
ー
ド
発
行
を
委
託
す
る
た
め
、
現
行
、
最
短

で
即
日
発
行
・
交
付
で
き
て
い
た
も
の
が
、
７

〜
10
日
間
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
必
要
な

方
は
余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

市
民
課
市
民
係　
　
　

 

☎
63‐
４
８
０
４

　

荻
支
所
市
民
生
活
課　

 

☎
68‐
２
２
１
３

　

久
住
支
所
市
民
生
活
課 

☎
76‐

１
１
１
３

　

直
入
支
所
市
民
生
活
課 

☎
75‐

２
２
１
３

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
窓
口
納
付
が
可
能
に

　

平
成
21
年
度
か
ら
市
税
を
は
じ
め
、
保
育
料

や
市
営
住
宅
使
用
料
（
家
賃
）
な
ど
の
公
共
料

金
の
窓
口
納
付
が
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
も
可
能

に
な
り
ま
す
。

◇
窓
口
納
付
が
で
き
る
も
の

　

税
等
（
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）・
保
育
料
・

市
営
住
宅
使
用
料
（
家
賃
）・
給
食
費
・
水
道

使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
（
農
業
集
落
排
水
、

コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
）・
浄
化
槽
使
用
料
・

そ
の
他
市
が
発
行
す
る
納
入
通
知
書

●
お
問
い
合
せ

　

会
計
課　
　

☎
63‐

４
８
１
２

『
や
ま
ナ
ビ
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

や
ま
ナ
ビ
・
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議

会（
池
部
俊
慈
会
長（
九
重
町
観
光
協
会
会
長
））

は
、
平
成
20
年
度
国
土
交
通
省
「
ま
ち
め
ぐ
り

ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、「
九
重
・

く
じ
ゅ
う
・
竹
田
エ
リ
ア
の
観
光
を
通
過
型
観

光
か
ら
『
ゆ
っ
く
り
滞
在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
へ
」

を
目
標
に
、
広
域
エ
リ
ア
の
宿
泊
施
設
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
、イ
ベ
ン
ト
情
報
、地
図
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
を
通
し
て
観
光
客
に
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
「
や
ま
ナ
ビ
・
シ
ス
テ
ム
」

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

◇
や
ま
ナ
ビ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://yam
anam

inavi.jp/
　

携
帯
電
話
か
ら

　
　

http://yam
anam

inavi.jp/m
/

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　

☎
63‐
０
５
８
５

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保
護
の
立
場
か

ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
配
達
す
る
際
（
４
月
中
の

予
定
）
に
、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し

下
さ
い
。
渡
せ
な
か
っ
た
時
は
、
後
日
回
収
に

伺
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０‐

５
０
６‐

３
０
９

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
４
、６
６
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
将
来
受
け
る
年
金
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

は
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

便
利
な
口
座
振
替
や
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‐

５
５
２‐

１
２
１
１

固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己
の
所
有
す
る

土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
と
他
の
評
価
額
を

比
較
で
き
る
よ
う
に
、
価
格
等
の
縦
覧
が
で
き

ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

催　

し

生　

活

案　

内

年　

金

税　

金

　

「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
は
、
行
政
窓
口

等
で
の
本
人
確
認
、
銀
行
で
10
万
円
を
超
え
る

現
金
振
込
や
口
座
を
開
設
す
る
場
合
、
携
帯
電

話
を
新
規
で
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
、
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
じ
く
、
公
的
な
身
分

証
明
書
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

４
月
の
お
知
ら
せ



　

８
時
30
分
〜
17
時 （
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

税
務
課
資
産
係

◇
縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
者
、
相
続
人
、
納
税
管
理
人
、
納
税
者

の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

◇
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類

　

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
・
身
分
証
明
書
・
健
康
保
険
証
等
）

●
お
問
い
合
せ

　

税
務
課
資
産
係　

☎
63‐

４
８
０
３

確
定
申
告
が
間
違
え
て
い
た
場
合
な
ど
は

修
正
申
告
・
更
正
の
請
求
を

　

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
所
得
の
一
部
が
申

告
漏
れ
と
な
っ
て
い
た
り
、
扶
養
控
除
額
の
計

算
を
誤
っ
た
た
め
に
還
付
金
が
多
す
ぎ
た
り
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自
発
的

に
修
正
申
告
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
過
少
申
告

加
算
税
は
か
か
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
逆
に
、
申
告
し
た
税
額
が
多
す
ぎ
た
り
、

還
付
を
受
け
た
金
額
が
少
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

「
更
正
の
請
求
」
に
よ
っ
て
、
正
し
い
税
額
に

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

原
則
と
し
て
申
告
期
限
（
平
成
20
年
分
は
平
成

21
年
３
月
16
日
）
か
ら
１
年
以
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
税
務
署

　

☎
63‐

３
１
４
１
（
自
動
音
声
案
内
）

犬
の
引
取
手
数
料
の
導
入
及
び

猫
引
取
手
数
料
の
改
正

　

４
月
１
日
か
ら
、
飼
い
主
の
い
る
犬
及
び
猫

の
引
き
取
り
を
保
健
所
へ
依
頼
す
る
場
合
に
は
、

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

引
き
取
ら
れ
た
犬･

猫
の
新
た
な
飼
い
主
が

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
殺
処
分
さ
れ
ま
す
。

　

生
ま
れ
る
子
犬
・
子
猫
の
引
き
取
り
手
が
い

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
不
妊

手
術
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

保
健
所
等
で
納
付
く
だ
さ
い
。

　

犬
（
生
後
91
日
未
満
）　
　
　

４
０
０
円

　

〃
（
生
後
91
日
以
上
）　

２
、
０
０
０
円

　

猫
（
生
後
91
日
未
満
）　
　
　

３
０
０
円

　

〃
（
生
後
91
日
以
上
）　

１
、
５
０
０
円

引
取
場
所　

豊
肥
保
健
所
（
豊
後
大
野
市
）

●
お
問
い
合
せ

　

豊
肥
保
健
所
衛
生
課

　

☎
０
９
７
４‐

22‐
０
１
６
２

在
宅
高
齢
者
及
び
重
度
障
が
い
者
の
方
の

住
宅
改
造
費
助
成
事
業

　

竹
田
市
で
は
、
在
宅
高
齢
者
及
び
重
度
障
が

い
者
の
方
の
身
体
機
能
の
低
下
や
身
体
機
能
障

が
い
等
に
よ
る
在
宅
生
活
に
お
け
る
不
便
や
危

険
を
軽
減
す
る
た
め
の
住
宅
改
造
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者

《
在
宅
高
齢
者
》

・
原
則
と
し
て
要
介
護
認
定
を
受
け
、
要
支
援

以
上
の
判
定
を
受
け
た
高
齢
者
の
い
る
世
帯

・
所
得
税
世
帯
合
計
額
が
14
万
円
以
下
の
世
帯

《
在
宅
重
度
障
が
い
者
》

・
重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２

級
・
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方
）
の
い
る
世
帯

・
所
得
税
世
帯
合
計
額
が
14
万
円
以
下
の
世
帯

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈭
ま
で
に
福
祉
事
務
所

福
祉
係
へ
必
要
書
類
（
申
請
書
・
個
別
調
書
・

見
積
書
・
現
場
見
取
図
・
現
況
写
真
・
補
助

金
申
請
用
税
務
証
明
書
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
事
前
着
工
不
可
）　

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‐

４
８
１
１

は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

施
設
の
利
用
助
成
（
施
設
利
用
証
）

対
象
者　

満
年
齢
70
歳
以
上
の
方
。
身
体
障
害

者
手
帳
を
有
し
て
い
る
場
合
は
65
歳
以
上
の
方

助
成
内
容　

施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円

の
施
設
利
用
証
を
利
用
で
き
ま
す
。（
１
人

に
つ
き
年
６
回
以
内
）

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
・
押

印
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
施
設
利
用
証
」

を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

 

☎
63‐

４
８
１
１

　

荻
支
所
市
民
生
活
課　

 

☎
68‐

２
２
１
３

　

久
住
支
所
市
民
生
活
課 

☎
76‐

１
１
１
３

　

直
入
支
所
市
民
生
活
課 

☎
75‐

２
２
１
３

環
境
衛
生

福　

祉

　

平
成
21
年
は
固
定
資
産
評
価
替
え
の
た
め
、

平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
明

細
書
等
は
、
５
月
中
旬
に
発
送
い
た
し
ま
す
。



・ポリオ予防接種 14:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・天満神社「春の温泉祭り」11:00 ～ 16:00（天満神社〔丸山（長湯）〕）
・竹田温泉「花水月」休館日

・第 10回竹田市農業委員会総会 14:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）

・第 61回岡城桜まつり　・竹田市歩こう会「岡城桜まつり」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※1）
・春らららコンサート13:30 ～（瀧廉太郎記念館）
・市長選挙・市議会議員選挙告示日
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）
・春の全国交通安全運動（～ 15日）　・市長選挙・市議会議員選挙期日前投票 8:30 ～ 20:00
（竹田市役所本庁／荻支所／久住支所／直入支所）（～ 11日）　・荻の里温泉休館日
・世界保健デー
・おはなしのへや10:30 ～（竹田市立図書館）
・ゆう遊クラブ白丹 9:30 ～（白丹公民館）　・竹田小学校開校式 10:00 ～（竹田小学校）
・3・6・12か月児健診（受付）13:00 ～ 13:20（竹田市総合社会福祉センター）　・ブックスタート13:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）
・ゆう遊クラブ久住 9:30 ～（久住公民館）
・竹田温泉「花水月」休館日
・ゆう遊クラブ都野 9:30 ～（都野公民館）　・おも城サイトミュージアム13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約 : 文化財課☎63-4818
・ひだまりの会 19:00 ～ 21:00（竹田市総合社会福祉センター）
・子牛市場 9:30 ～（豊肥市場）（～ 12日）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）
・市長・市議会議員選挙投開票日（投票 7:00 ～ 18:00 開票 20:00 ～（竹田市体育センター））

・科学技術週間（～ 20日）
・荻の里温泉休館日
・市長・市議会議員選挙当選証書付与式 10:00 ～（竹田市役所）
・おはなしのへや10:30 ～（竹田市立図書館）

・行政相談10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター /直入支所）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）　・ドイツ料理教室「ポテトグラタン」10:30 ～ 13:00（荻福祉健康エリア）　・1歳 6か月児健診（受付）
13:00 ～ 13:20（竹田市総合社会福祉センター）  ・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・おはなしルーム13:20 ～ 14:00（竹田市立図書館）  ・温泉療養文化館「御前湯」休館日

入園式・入学式
○保育園　１日㈬　あさひケ丘保・久住保
　　　　　２日㈭　竹田保・小羊保・玉来保・荻保・
　　　　　　　　　白丹保・都野保
　　　　　３日㈮　なおいり保
○幼稚園　７日㈫　しらゆり幼
　　　　  14日㈫　竹田幼・南部幼・直入幼
○小学校  10日㈮　竹田小・岡本小・豊岡小・南部小
　　　　　　　　　祖峰小・菅生小・宮城台小・城原小
　　　　　　　　　荻小・久住小・白丹小・都野小
　　　　　　　　　直入小
○中学校　９日㈭　竹田中・竹田南部中・緑ヶ丘中・
　　　　　　　　　久住中・都野中・直入中
○高　校　９日㈭　竹田高・竹田南高・三重総合高久住校



・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻支所）
・竹田温泉「花水月」休館日
・労働行政説明会 14:00 ～ 16:00（エイトピアおおの〔豊後大野市〕）

・家庭の日　・食育の日　・南部を考える会「菜の花祭り」（直入小学校周辺）
・安心マタニティーるーむ（受付）9:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）
・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・英雄寺ぼたん祭り11:00 ～（英雄寺〔城北町〕）
・荻の里温泉休館日
・竹田市歩こう会「天徳寺」9:20JR 豊後竹田駅前集合（※1）・おはなしのへや10:30 ～（竹田市立図書館）
・県病健康教室「大分の産科医療について」13:00 ～ 14:00（大分県立病院）
・ゆう遊クラブ白丹 9:30 ～（白丹公民館）・ポリオ予防接種 14:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・国際映画上映会「不滅の恋 /ベートーヴェン」19:30 ～ 22:00（直入支所）
・ゆう遊クラブ久住 9:30 ～（久住公民館）
・竹田温泉「花水月」休館日
・ゆう遊クラブ都野 9:30 ～（都野公民館）　・献血 10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）
・おも城サイトミュージアム13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約 : 文化財課☎63-4818
・第 16回 B&G直入カップバレーボール大会 9:00 ～（竹田市直入B&G海洋センターほか）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）
・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「春の男池からソババッケを散策」（集合）7:30（竹田市役所）（※2）　・早春の山菜狩りトレッキング（集合）10:00（長湯温泉観光協会）
・荻神社ゆたて神楽 12:00 ～（荻神社〔新藤〕）　・日本尊厳死協会・おおいた公開講演会 13:20 ～（別府つるみ荘〔別府市〕）
・荻の里温泉休館日

・おはなしのへや10:30 ～（竹田市立図書館）

・昭和の日

・竹田温泉「花水月」休館日

5月1日㈮　第11回竹田市農業委員会総会 14:00 ～（竹田市役所）
5月2日㈯　竹田市一周ぐるりんツーデーウォーク（受付）8:00 ～（竹田市役所）
5月3日㈰　憲法記念日・竹田市一周ぐるりんツーデーウォーク（受付）8:00 ～（久住支所）　・祖母山山開き
・みどりの月間（15日～ 5月14日）　・緑の募金（～ 5月31日）　・新生活応援「めざましごはんキャンペーン」（4月1日～ 30日）　・長湯温泉開湯300年記念祭（ ～7月27日）

※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎62－2501）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎62－4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎080－5274－3359）

陽目の里（名水茶屋＆キャンピングパーク）
４月７日オープン！
コンセプトは“癒しと地産地消”

　国の登録記念物の白
水の滝や大野川源流の
素晴らしいロケーショ
ンと竹田で採れる新鮮
な食材を使った料理で
皆様をおもてなしいた
します。



イ
ノ
シ
シ
電
気
柵
購
入
補
助

補
助
対
象　

電
柵
器
（
バ
ッ
テ
リ
ー
式
）
１
台
、

　

支
柱
１
０
０
本
、
柵
線
５
０
０
ｍ×

２
巻
、

　

ガ
イ
シ
２
０
０
個
以
上

補
助
金
額　

経
費
６
万
円
以
上
に
対
し
４
万
円

締
切
り　

４
月
15
日(

水)
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

農
政
課
林
業
振
興
係　
　

☎
63-
４
８
０
５

　

荻
支
所
産
業
建
設
課　
　

☎
68-

２
２
１
５

　

久
住
支
所
産
業
建
設
課　

☎
76-

１
１
１
６

　

直
入
支
所
産
業
建
設
課　

☎
75-

２
２
１
５

荻
地
域
初
！
ド
イ
ツ
料
理
教
室

　

ド
イ
ツ
料
理
の
味
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
家

庭
で
も
気
軽
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
ド
イ
ツ
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
直
入
地
域
等
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
荻
地
域
で
初
開
催
。「
ポ
テ
ト
・

グ
ラ
タ
ン
」
を
作
り
ま
す
。

日
時　

４
月
15
日
㈬　

10
時
30
分
〜
13
時

場
所　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
調
理
室

※

参
加
費
と
し
て
実
費
（
材
料
費
等
）
を
い
た

だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

直
入
支
所
産
業
建
設
課

　

国
際
交
流
員
ゼ
ン
ケ
・
グ
リ
ュ
ツ
マ
ハ
ー

　

☎
75‐

２
２
１
４

第
18
回
大
分
県
身
体
障
害
者

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

　

５
月
23
日
に
別
府
市
で
開
催
さ
れ
る
第
18
回

大
分
県
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

締
切
り　

４
月
10
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

　

☎
０
９
４
３‐

77‐

５
５
５
０

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‐

４
８
１
１

さ
と
う
よ
し
み
合
唱
団
員
募
集

　

第
21
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
の
日
程

が
、
４
月
29
日
㈬
か
ら
７
月
12
日
㈰
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
延
期
に
と
も
な
い
さ
と
う
よ
し

み
合
唱
団
の
団
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
佐
藤
義
美
の

　

童
謡
を
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
も
う
と
思
っ
て

　

い
る
方

練
習
日　

第
２
・
４
土
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

練
習
場
所　

竹
田
市
中
央
公
民
館
音
楽
室

締
切
り　

４
月
17
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会

　

☎
63‐

１
０
４
４
（
竹
田
市
中
央
公
民
館
）

竹
田
市
高
齢
者
大
学

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
概
ね
65
才
以
上
の
学
習

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
時
事
問
題
や

一
般
教
養
、
健
康
や
文
化
に
関
す
る
学
習
会
を

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田
・
荻
・
久
住
・
直
入
の
地
域
ご
と
に
４

つ
の
学
級
が
あ
り
、
年
間
３
回
の
合
同
学
習
会

を
行
い
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り　

４
月
20
日
㈪
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

生
涯
学
習
課　
　

☎
63‐

４
８
１
７

　

荻
公
民
館　
　
　

☎
68‐

２
０
２
５

　

久
住
公
民
館　
　

☎
76‐

０
７
１
７

　

直
入
公
民
館　
　

☎
75‐

２
２
４
０

大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
誘
導
に
関
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

　

大
分
県
で
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
公
共
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
誘

導
に
関
す
る
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

県
の
考
え
方
を
整
理
し
て
公
表
し
ま
す
。
個
々

の
意
見
に
対
す
る
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

閲
覧
場
所　

県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
・
県

情
報
セ
ン
タ
ー
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
各
振
興

局
等
）・
竹
田
市
建
設
課
・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.oita.jp/

）

応
募
方
法　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
４
月
30
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

　

〒
８
７
０‐

８
５
０
１

　

大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号

　

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

４
６
５
９

　

FAX
０
９
７‐

５
０
６‐

１
７
７
８

　

Ｅ
メ
ー
ル　

a17500@
pref.oita.lg.jp

子
育
て
支
援
「
の
び
の
び
く
ら
ぶ
」

　

毎
日
子
育
て
や
家
事
に
忙
し
い
保
護
者
の

方
々
に
、
親
子
で
気
分
転
換
が
で
き
る
よ
う
な

交
流
の
場
と
し
て
「
の
び
の
び
く
ら
ぶ
」
を
４

月
か
ら
開
所
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

場
所　

旧
中
央
商
店
街
振
興
組
合
２
階

農　

業

募　

集

教　

室

対
象
者　

０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

１
回
２
０
０
円
（
材
料
費
等
）

※

５
歳
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
放
課
後
の
学
童
保
育
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈳
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
62‐

３
７
７
７

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
採
用

試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
行
い
ま
す
。

一
次
試
験
日　

６
月
14
日
㈰

受
験
資
格

・
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
。
）

・
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
及
び
平
成
22
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

申
込
用
紙　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

局
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
14
日
㈫

〔
郵
送
の
場
合
〕

　

14
日
の
通
信
日
付
印
有
効
（
で
き
る
限
り
簡

易
書
留
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

〔
持
参
す
る
場
合
〕

　

９
時
か
ら
17
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

〒
８
６
０‐

８
６
０
３

　

熊
本
市
二
の
丸
１‐

２

　

☎
０
９
６‐

３
５
４‐

６
１
７
１

平
成
21
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て
い
る
技

能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を
公

証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

実
技
試
験　

６
月
８
日
㈪
〜
９
月
13
日
㈰

学
科
試
験　

７
月
26
日
㈰
・
８
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　

８
月
30
日
㈰
・
９
月
２
日
㈬

　
　
　
　
　

９
月
６
日
㈰

実
施
職
種　

１
・
２
級　

34
職
種
55
作
業

　
　
　
　
　

単
一
等
級　

２
職
種
２
作
業

　
　
　
　
　

３
級　
　
　

８
職
種
12
作
業

※

申
請
書
は
、
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、

大
分
県
豊
肥
振
興
局
地
域
振
興
部
、
市
商
工

観
光
課
、
商
工
会
議
所
な
ど
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈭
〜
15
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

〒
８
７
０‐

１
１
４
１

　

大
分
市
大
字
下
宗
方
字
古
川
１
０
３
５‐

１

　

☎
０
９
７‐

５
４
２‐

３
６
５
１

平
成
21
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時　

６
月
28
日
㈰　

10
時
〜

願
書
の
配
布　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部
、
大
分
県
消
防
保
安
室
、
竹
田
市

消
防
本
部
予
防
課
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
21
日
㈫
〜
５
月
８
日
㈮

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　

☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７

自
衛
官

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
５
月
12
日
㈫

　

※

締
切
日
必
着

◇
一
般
幹
部
候
補
生

　

受
験
資
格　

大
学
卒
業
見
込
み
及
び
卒
業
者

20
歳
以
上
22
歳
未
満
、
大
学
院
卒
業
者
は

22
歳
以
上
26
歳
未
満

　

一
次
試
験　

５
月
16
日
㈯

◇
一
般
曹
候
補
生

　

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

一
次
試
験　

５
月
23
日
㈯

●
お
問
い
合
せ

　

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田
地
域
事
務
所

　

☎
63‐

３
３
２
０

国
有
財
産
の
公
売

売
払
物
件

〈
所
在
地
〉
大
分
県
竹
田
市
大
字
竹
田
字
殿
町

　
　
　
　
　

２
０
６
２
番
２

〈
区
分
〉
土
地

〈
登
記
地
目
（
種
目
等
）
〉
宅
地

〈
数
量
〉
１
４
０
・
58
㎡

〈
都
市
計
画
上
の
制
限
〉

　
　

用
途
地
域　

商
業

　
　

建
ぺ
い
率　

80
％
／
４
０
０
％

〈
売
払
価
格
〉
２
３
０
万
円

受
付
場
所

　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所
菅
財
課

　

（
大
分
市
新
川
町
２‐

１‐

36

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
合
同
庁
舎
３
階
）

受
付
期
間　

５
月
１
日
㈮
ま
で

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
15
分

　
　
　
　
　

13
時
〜
17
時
15
分

　

※

閉
庁
日
を
除
く

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所
菅
財
課

　

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
１
０
７
（
57
）

試　

験

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て

省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

公　

売



イ
ノ
シ
シ
電
気
柵
購
入
補
助

補
助
対
象　

電
柵
器
（
バ
ッ
テ
リ
ー
式
）
１
台
、

　

支
柱
１
０
０
本
、
柵
線
５
０
０
ｍ×

２
巻
、

　

ガ
イ
シ
２
０
０
個
以
上

補
助
金
額　

経
費
６
万
円
以
上
に
対
し
４
万
円

締
切
り　

４
月
15
日(

水)

ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

農
政
課
林
業
振
興
係　
　

☎
63-

４
８
０
５

　

荻
支
所
産
業
建
設
課　
　

☎
68-

２
２
１
５

　

久
住
支
所
産
業
建
設
課　

☎
76-

１
１
１
６

　

直
入
支
所
産
業
建
設
課　

☎
75-

２
２
１
５

荻
地
域
初
！
ド
イ
ツ
料
理
教
室

　

ド
イ
ツ
料
理
の
味
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
家

庭
で
も
気
軽
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
ド
イ
ツ
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
直
入
地
域
等
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
荻
地
域
で
初
開
催
。「
ポ
テ
ト
・

グ
ラ
タ
ン
」
を
作
り
ま
す
。

日
時　

４
月
15
日
㈬　

10
時
30
分
〜
13
時

場
所　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
調
理
室

※

参
加
費
と
し
て
実
費
（
材
料
費
等
）
を
い
た

だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

直
入
支
所
産
業
建
設
課

　

国
際
交
流
員
ゼ
ン
ケ
・
グ
リ
ュ
ツ
マ
ハ
ー

　

☎
75‐

２
２
１
４

第
18
回
大
分
県
身
体
障
害
者

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

　

５
月
23
日
に
別
府
市
で
開
催
さ
れ
る
第
18
回

大
分
県
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

締
切
り　

４
月
10
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

　

☎
０
９
４
３‐

77‐

５
５
５
０

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‐

４
８
１
１

さ
と
う
よ
し
み
合
唱
団
員
募
集

　

第
21
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
の
日
程

が
、
４
月
29
日
㈬
か
ら
７
月
12
日
㈰
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
延
期
に
と
も
な
い
さ
と
う
よ
し

み
合
唱
団
の
団
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
佐
藤
義
美
の

　

童
謡
を
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
も
う
と
思
っ
て

　

い
る
方

練
習
日　

第
２
・
４
土
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

練
習
場
所　

竹
田
市
中
央
公
民
館
音
楽
室

締
切
り　

４
月
17
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会

　

☎
63‐

１
０
４
４
（
竹
田
市
中
央
公
民
館
）

竹
田
市
高
齢
者
大
学

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
概
ね
65
才
以
上
の
学
習

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
時
事
問
題
や

一
般
教
養
、
健
康
や
文
化
に
関
す
る
学
習
会
を

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田
・
荻
・
久
住
・
直
入
の
地
域
ご
と
に
４

つ
の
学
級
が
あ
り
、
年
間
３
回
の
合
同
学
習
会

を
行
い
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り　

４
月
20
日
㈪
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

生
涯
学
習
課　
　

☎
63‐

４
８
１
７

　

荻
公
民
館　
　
　

☎
68‐

２
０
２
５

　

久
住
公
民
館　
　

☎
76‐

０
７
１
７

　

直
入
公
民
館　
　

☎
75‐

２
２
４
０

大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
誘
導
に
関
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

　

大
分
県
で
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
公
共
交
通
を
利
用
し
な
が
ら

歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
誘

導
に
関
す
る
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

県
の
考
え
方
を
整
理
し
て
公
表
し
ま
す
。
個
々

の
意
見
に
対
す
る
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

閲
覧
場
所　

県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
・
県

情
報
セ
ン
タ
ー
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
各
振
興

局
等
）・
竹
田
市
建
設
課
・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.oita.jp/

）

応
募
方
法　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
４
月
30
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

　

〒
８
７
０‐

８
５
０
１

　

大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番
１
号

　

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

４
６
５
９

　

FAX
０
９
７‐

５
０
６‐

１
７
７
８

　

Ｅ
メ
ー
ル　

a17500@
pref.oita.lg.jp

子
育
て
支
援
「
の
び
の
び
く
ら
ぶ
」

　

毎
日
子
育
て
や
家
事
に
忙
し
い
保
護
者
の

方
々
に
、
親
子
で
気
分
転
換
が
で
き
る
よ
う
な

交
流
の
場
と
し
て
「
の
び
の
び
く
ら
ぶ
」
を
４

月
か
ら
開
所
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

場
所　

旧
中
央
商
店
街
振
興
組
合
２
階

農　

業

募　

集

教　

室

対
象
者　

０
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

１
回
２
０
０
円
（
材
料
費
等
）

※

５
歳
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
放
課
後
の
学
童
保
育
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈳
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
62‐

３
７
７
７

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
採
用

試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
行
い
ま
す
。

一
次
試
験
日　

６
月
14
日
㈰

受
験
資
格

・
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
。
）

・
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
及
び
平
成
22
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

申
込
用
紙　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

局
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
14
日
㈫

〔
郵
送
の
場
合
〕

　

14
日
の
通
信
日
付
印
有
効
（
で
き
る
限
り
簡

易
書
留
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

〔
持
参
す
る
場
合
〕

　

９
時
か
ら
17
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

〒
８
６
０‐

８
６
０
３

　

熊
本
市
二
の
丸
１‐

２

　

☎
０
９
６‐

３
５
４‐

６
１
７
１

平
成
21
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て
い
る
技

能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を
公

証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

実
技
試
験　

６
月
８
日
㈪
〜
９
月
13
日
㈰

学
科
試
験　

７
月
26
日
㈰
・
８
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　

８
月
30
日
㈰
・
９
月
２
日
㈬

　
　
　
　
　

９
月
６
日
㈰

実
施
職
種　

１
・
２
級　

34
職
種
55
作
業

　
　
　
　
　

単
一
等
級　

２
職
種
２
作
業

　
　
　
　
　

３
級　
　
　

８
職
種
12
作
業

※

申
請
書
は
、
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、

大
分
県
豊
肥
振
興
局
地
域
振
興
部
、
市
商
工

観
光
課
、
商
工
会
議
所
な
ど
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈭
〜
15
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

〒
８
７
０‐

１
１
４
１

　

大
分
市
大
字
下
宗
方
字
古
川
１
０
３
５‐

１

　

☎
０
９
７‐
５
４
２‐

３
６
５
１

平
成
21
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時　

６
月
28
日
㈰　

10
時
〜

願
書
の
配
布　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部
、
大
分
県
消
防
保
安
室
、
竹
田
市

消
防
本
部
予
防
課
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
21
日
㈫
〜
５
月
８
日
㈮

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　

☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
４
２
７

自
衛
官

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
５
月
12
日
㈫

　

※

締
切
日
必
着

◇
一
般
幹
部
候
補
生

　

受
験
資
格　

大
学
卒
業
見
込
み
及
び
卒
業
者

20
歳
以
上
22
歳
未
満
、
大
学
院
卒
業
者
は

22
歳
以
上
26
歳
未
満

　

一
次
試
験　

５
月
16
日
㈯

◇
一
般
曹
候
補
生

　

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

一
次
試
験　

５
月
23
日
㈯

●
お
問
い
合
せ

　

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田
地
域
事
務
所

　

☎
63‐

３
３
２
０

国
有
財
産
の
公
売

売
払
物
件

〈
所
在
地
〉
大
分
県
竹
田
市
大
字
竹
田
字
殿
町

　
　
　
　
　

２
０
６
２
番
２

〈
区
分
〉
土
地

〈
登
記
地
目
（
種
目
等
）
〉
宅
地

〈
数
量
〉
１
４
０
・
58
㎡

〈
都
市
計
画
上
の
制
限
〉

　
　

用
途
地
域　

商
業

　
　

建
ぺ
い
率　

80
％
／
４
０
０
％

〈
売
払
価
格
〉
２
３
０
万
円

受
付
場
所

　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所
菅
財
課

　

（
大
分
市
新
川
町
２‐

１‐

36

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
合
同
庁
舎
３
階
）

受
付
期
間　

５
月
１
日
㈮
ま
で

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
15
分

　
　
　
　
　

13
時
〜
17
時
15
分

　
※

閉
庁
日
を
除
く

●
お
問
い
合
せ

　

九
州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所
菅
財
課

　

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
１
０
７
（
57
）

試　

験

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て

省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

公　

売



　

　

　

小児科外来休日当番医院

歯 科 休 日 当 番 医 院

休日及び夜間の在宅当番医 表
示
登
記
等
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

㈳
大
分
県
公
共
嘱
託
登
記
土
地
家
屋
調
査
士

協
会
で
は
、
大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
の
協

力
の
も
と
、
皆
さ
ん
の
抱
え
る
土
地
・
建
物
の

登
記
や
土
地
境
界
の
調
査
・
測
量
、
土
地
筆
界

に
関
す
る
問
題
に
お
こ
た
え
す
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日
㈰　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
分
館

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
竹
田
支
部

　

☎
63‐

１
０
７
５
（
安
藤
）

◇
養
豚
作
業
員
１
人
13
・
１
〜
20
・
８
万
（
久
）

◇
美
容
師
１
人
15
〜
20
万
（
竹
）◇
重
機
運
転

手
１
人
20
〜
25
万
（
荻
）◇
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

２
人
15
〜
22
万
（
竹
）◇
接
客
係
１
人
13
〜
18

万
（
直
）◇
保
育
士
５
人
13
・
４
万
（
竹
）◇
製

菓
担
当
１
人
14
・
８
〜
35
万
（
竹
）◇
葬
儀
全

般
１
人
15
〜
20
万
（
竹
）◇
自
動
車
整
備
員
２

人
15
〜
18
万
（
竹
）◇
サ
ー
ビ
ス
接
客
１
人

12
・
５
万
（
久
）◇
看
護
師
１
人
18
・
９
〜
22

万
（
竹
）◇
栄
養
士
１
人
16
〜
18
万
（
竹
）◇
法

事
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
人
15
〜
20
万
（
竹
）

《
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）》

◇
洗
い
場
１
人
８
５
０
〜
１
、０
０
０
円
（
久
）

◇
接
客
係
１
人
７
５
０
〜
８
０
０
円
（
竹
）◇

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
販
売
員
１
人
７
０
０
〜

１
、
２
０
０
円
（
竹
）◇
ワ
イ
ン
販
売
・
レ
ス

ト
ラ
ン
業
務
１
人
７
０
０
〜
８
５
０
円
（
久
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
１
人
７
１
４
円
（
竹
）

◇
加
工
作
業
員
１
人
７
０
０
〜
８
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大久保病院　☎64-7777
受付時間　平日夜間　18:00～21:00
　　　　　土 曜 日　13:00～21:00
　　　　　休　　日　  8:30～21:00
注意事項・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話連絡した上

で受診してください。
　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院（☎63-3241）でも電話で相談していただき、診察可
能な場合は対応します。

受付時間　8:30～11:30　診療時間　9:00～12:00
※土曜日については、上記当番医以外にも小児科診療を行っているとこ
ろがあります。
○竹 田 医 師 会 病 院　http://www16.ocn.ne.jp/̃taketais/
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12086/

※受付可能な時間帯は異なりますので、診療時間をご確認の上、受診し
てください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151   http://www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意点　当番病院は、やむを得ず変更になる場合があります。
受診される場合は、あらかじめ当番病院または竹田市消防署（☎
63-0119）に電話で確認されるようお願いします。
　　また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処方と
なることがありますのでご了承ください。

当  番  日 医　療　機　関 電話番号
4月5日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
12日㈰ 高山歯科医院（殿町） 63-2561
19日㈰ 竹下歯科医院（慶順町） 62-2662
26日㈰ たけした歯科医院（西古町） 63-3212
29日㈬ 歯科筑紫医院（下町〔久住〕） 76-0024
5月3日㈰ 藤井歯科医院（上本町） 63-3048
4日㈪ ふじさわ歯科医院（浦町） 64-1118
5日㈫ まつもと歯科クリニック（東中） 62-2400
6日㈬ 竹田市荻歯科診療所(桜町南) 68-3263

4月4日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

5日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

11日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

12日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

18日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

19日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

25日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

26日㈰ みやわき小児科 0974-24-0230
29日㈬ 大分県立三重病院 0974-22-7700

5月2日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

3日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
4日㈪ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
5日㈫ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
6日㈬ 大分県立三重病院 0974-22-7700

当  番  日 医　療　機　関 電話番号


